
����������	

【2004岩倉の風景●親子で流す心地よい汗　～親子スポーツデー～】 


���

　５月３０日、五条川小学校グラウンドで親子スポ

ーツデーが行われました。この催しは、五条川小学

校地区コミュニティ推進協議会（石仏町、神野町、

八剱町、井上町）が主催し、同地区の子ども会の共

催で毎年行われ、今回で２０回目になります。 

 

　五月晴れの下、親子で「玉入れ」や「パン食い競

争」など６種目の競技を楽しみました。バドミント

ンのラケットを使って1つのボールを親子で運ぶ「サ

ンドイッチリレー」では、親子で息を合わせ、心地

よい汗を流しました。  
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悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

市政の窓 �

暮らしのガイド �� ��

手続き ��

��

保育園運営費をお知らせします　…６ 
職員採用候補者試験を実施します…７ 
社会を明るくする運動　　　　   …７ 
参議院議員通常選挙　　　　　…８ 
不在者投票制度が変わります　…１０ 
浄化槽を正しく維持管理しましょう…１１ 
集中豪雨に気をつけましょう 　 …１２ 
「災害から自らを守る」防災講演会を開きます…１２ 
正しい救急車の利用を心がけましょう…１２ 
医療費が高額になったときは 　 …１４ 
水道料金がコンビニエンスストアでも納付 
できます 　　　　　　　 …１５ 
木造住宅の無料耐震診断・耐震補強工事に 
補助します 　　　　　　　 …１５ 
セントラル愛知交響楽団ポップスコンサート…１６ 
マタニティーコンサート 　　　　 …１６ 
市営大地プールがオープン 　 …１６ 
「森と湖のキャンプ」参加者募集 …１７ 
「キューバ交流野球教室」を開催します…１７ 
年少リーダー育成キャンプ講習会を行います…１７ 
 

児童手当現況届の提出 
退職者医療制度 
医療費外経費助成制度廃止 
私立幼稚園就園奨励費制度 
差し押さえ済み電話加入権の公売 

催し ��

民謡山口会 
史跡公園月釜 
桜まつり写真コンテスト入賞者作品展示 

講座・教室 
夏まつり市民盆おどり民踊講習会 
再就職準備セミナー 
市民登山教室 
８月のトレーニング講習会 
７月のトレーニング指導 
初心者水泳教室 

募集 ��

勤労青少年の日ボウリング大会 
保育園パート職員の登録 

健康 ��

骨粗しょう症予防講習会 
ポリオワクチン追加接種　　　　 

相談・その他 ��

国民生活金融公庫融資相談会 
児童相談 
便槽の管理にご注意を 
献血にご協力を・市民相談　　　　 

７月の保健センター案内 

��

私の暮らしと水環境　 
～雨をみて感じよう～ 

五条川小学校水生生物調査・キューバ・ 
フレンド事業・国際交流協会こいのぼり 
づくり 

フォトニュース 

��みんなでつなげるエコアクション 

裏表紙 花ごよみ 
水無月 

	

み        な　   づき 

▲浄正寺（稲荷町）の菩提樹が花
をつけました（６月２日撮影）。 
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岩倉市の財政状況 



歳入　予 算 額　１２２億１,３０５万円   
　　　収入済額　１０５億２,５８１万円　　執行率８６.２％ 

平成１５年度一般会計予算執行状況 

５３９,２０９ 
１４,２００ 
５,５００ 
３７,２００ 
１４,８００ 
２３,４９３ 
１７３,４００ 

９００ 
１５,１３３ 
９,１１０ 
９６,５２８ 
５１,１９３ 
２,６１３ 
６０ 

４７,２６５ 
２７,７７３ 
２７,７７８ 
１３５,１５０ 
１,２２１,３０５ 

５２９,９４６ 
 １５,２４１ 
５,９２１ 
３８,５０６ 
１４,９２３ 
２３,４９３ 
１７７,４６９ 
 ９４１ 

１３,４５６ 
８,８１０ 
８３,４９８ 
３５,２５４ 
２,１２１ 
１４９ 

４７,０２９ 
２８,１７０ 
２７,６５４ 

０ 
１,０５２,５８１ 

款　　　　　名 収入率（％） 収入済額 予算額 
市 税  
地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
地 方 消 費 税 交 付 金  
自動車取得税交付金 
地 方 特 例 交 付 金  
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分 担 金 及 び 負 担 金  
使 用 料 及 び 手 数 料  
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  
合 計  

９８.３ 
１０７.３ 
１０７.７ 
 １０３.５ 
１００.８ 
 １００.０ 
１０２.４ 
１０４.６ 
８８.９ 
９６.７ 
８６.５ 
６８.９ 
８１.２ 
２４８.３ 
９９.５ 
１０１.４ 
９９.６ 
０.０ 
８６.２ 

（単位：万円） 

歳出　予 算 額　１２２億１,３０５万円　　　　  
　　　支出済額　１０９億５,６２８万円　　執行率８９.７％　 

２２,９３３ 

１７９,８０５ 

３６８,５２７ 

１３４,０２４ 

１３,７２９ 

２９,８４２ 

１１９,３３６ 

５２,７０１ 

１４２,８３５ 

１５５,４０７ 

１,９８８ 

１７８ 

１,２２１,３０５ 

２１,９１５ 

１３７,３９１ 

３３５,７２２ 

１２７,４６５ 

１０,９８６ 

２７,６３４ 

９７,４６５ 

４７,２７８ 

１３２,８８４ 

１５４,９００ 

１,９８８ 

      ―　　 

１,０９５,６２８ 

款　　　　　名 執行率（％） 支出済額 予算額 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

諸 支 出 金  

予 備 費  

合 計  

９５.６ 

７６.４ 

９１.１ 

 ９５.１ 

８０.０ 

９２.６ 

８１.７ 

８９.７ 

 ９３.０ 

９９.７ 

１００.０ 

―　 

８９.７ 

（単位：万円） 

面積　１０.４９ｋ㎡　人口　４８,１２０人　世帯数　１９,１２８世帯 
 

平成平成１６年３月３１日現在現在の 

面積　１０.４９ｋ㎡　人口　４８,１２０人　世帯数　１９,１２８世帯 
 

平成１６年３月３１日現在の 

岩倉市の財政状況 岩倉市の財政状況 

　
岩
倉
市
で
は
市
の
収
入
と
支
出
、
市
税
の
状
況

な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
年
２
回
、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
今
回
は
平
成
１５
年
度
予
算
の
執
行
状
況
（
平
成

１６
年
３
月
３１
日
現
在
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、
出
納
整
理
期
間
が
５
月
３１
日
ま
で
あ
り
ま
す

の
で
、
決
算
額
と
は
数
値
が
異
な
り
ま
す
。 

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
（
仮
称
）
第
三
児
童
館

等
複
合
施
設
整
備
、
曽
野
小
学
校
校
舎
お
よ
び
屋

内
運
動
場
・
下
寺
保
育
園
等
公
共
施
設
の
耐
震
補

強
事
業
、
防
犯
灯
設
置
工

事
、
交
通
安
全
施
設
の
整

備
、
新
総
合
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
事
業
、
災
害

対
策
用
備
品
の
整
備
、
岩

倉
駅
東
地
区
再
開
発
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
道
路

整
備
事
業
、
小
学
校
用
地

取
得
事
業
等
の
ハ
ー
ド
事

業
を
は
じ
め
、
公
園
や
道

路
な
ど
の
公
共
空
間
を
市

民
自
ら
が
里
親
と

な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
管
理
し
て
い

た
だ
く
ア
ダ
プ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
、

す
べ
て
の
人
が
利

用
し
や
す
い
よ
う

配
慮
さ
れ
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
振
興
指
針
策

定
お
よ
び
推
進
、

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
事
業
や
こ
と
ば
の
教
室
事
業

等
の
教
育
の
充
実
、
戸
籍
の
電
算
化
・
総
合
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
の
Ｉ
Ｔ
の
推
進
、
安
全
・

安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
等
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実

に
も
努
め
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
の
最
終
予
算
額
は
１
２
２
億
１
千
３

０
５
万
円
で
、
当
初
予
算
と
比
較
し
て
２
億
１
千

５
万
円
（
１
・
７
㌫
）
の
増
、
対
前
年
度
比
２
・

４
㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
財
政
課
財
政
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

５
）
ま
で
。  
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平成15年度特別会計予算執行状況 
 

３１８,３６１ 

２５４,０８８ 

１４,２１８ 

１４,９７３ 

 ９９,３３２ 

１２３,７７２ 

８２４,７４４ 

 

３４０,２６６ 

２６１,７５９ 

１５,５１５ 

１６,３１２ 

７９,２２０ 

１３１,１１７ 

８４４,１８９ 

３５５,８８４ 

２８４,９４０ 

１４,２３０ 

１７,３６５ 

１１９,８７５ 

１３７,２３１ 

９２９,５２５ 

 

市税収入状況 

６６３,２８５ 

５７３,０７７ 

４１２,２８４ 

４９４,２０２ 

７２,１０１ 

２,２１４,９４９ 

建　　物 
土　　地 
基　　金 

９９,５７６.２２㎡ 
３０３,２６８.６１㎡ 
２６億２,６９３万円 

市 　 民 　 税   
固 定 資 産 税  
軽 自 動 車 税  
た　ば　こ　税 
特別土地保有税 
都 市 計 画 税  
合　　　　　計 

２２９,９７９ 
２２５,９５７ 
３,８５１ 
２５,６４１ 

 ０ 
 ４４,５１８ 
５２９,９４６ 

市有財産の状況 

市債の年度末現在高見込額 

〈会計別〉 

〈借入先別〉 

１,３９２,５６０ 

８２２,３８９ 

２,２１４,９４９ 

国民健康保険 

老 人 保 健  

土 地 取 得  

学 校 給 食 費  

公共下水道事業 

介 護 保 険  

合 計  

会 計 名  予算額 収入済額 支出済額 

（基金の内訳） 
財政調整基金 
小学校用地購入基金 
ふるさとづくり基金 
減債基金 
地域福祉基金 
住宅基金 
介護給付費準備基金 
土地開発基金 

３９,９３０万円 
１０,９０１ 
６０,３３３ 
３３,１６５ 
２７,８７８ 
 １,６４７ 
 ２,７４６ 
８６,０９３ 

財　　務　　省  

総　　務　　省  

公営企業金融公庫 

市 内 金 融 機 関  

そ　　の　　他  

合 計  

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

一　般　会　計 

公共下水道事業 

合　　　　　計 

▲岩倉市ユニバーサルデザイン振興指針 

▲アダプトプログラム事業 

▲災害対策用備品 

▲交通安全施設の整備（東町） 

平成16年6月15日 4



〈収益的収入および支出〉 

〈資本的収入および支出〉 

　
平
成
１５
年
度
の
上
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
収

入
・
支
出
の
最
終
予
算
額
は
、
収
入
６
億
８
千
９

３
４
万
円
（
前
年
度
比
０
・
４
㌫
減
）
、
支
出
６

億
８
千
９
３
４
万
円
（
前
年
度
比
１
・
８
㌫
減
）

で
す
。 

　
ま
た
、
資
本
的
収
入
・
支
出
の
最
終
予
算
額
は
、

収
入
１
億
８
千
１
９
０
万
円
（
前
年
度
比
３
・
６

㌫
減
）
、
支
出
３
億
３
千
９
０
０
万
円
（
前
年
度

比
０
・
１
㌫
減
）
で
す
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
で
。  

科　　　　目 

第１款　水道事業収益 

第１項　営業収益 

第２項　営業外収益 

第１款　水道事業費用 

第１項　営業費用 

第２項　営業外費用 

第３項　特別損失 

第４項　予備費 

６８,９３４ 

６６,２３２ 

２,７０２ 

６８,９３４ 

６４,７３０ 

３,４１８ 

５８６ 

２００ 

６８,０４４ 

 ６５,７３９ 

２,３０５ 

６５,６５５ 

６２,２９７ 

２,９９８ 

３６０ 

０ 

９８.７ 

９９.３ 

８５.３ 

９５.２ 

９６.２ 

８７.７ 

６１.４ 

ー　 

予算額 収入額 
支出額 

比率 
（％） 

収
　
入 

支
　
　
出 

科　　　　目 

第１款　資本的収入 

第１項　給水負担金 

第２項　工事負担金 

第３項　出資金 

第１款　資本的支出 

第１項　建設事業費 

第２項　営業設備費 

第３項　企業債償還金 

１８,１９０ 

５,０１８ 

１２,１７８ 

９９４ 

３３,９００ 

２４,０６２ 

３５７ 

９,４８１ 

１０,２２７ 

２,１１８ 

７,１１５ 

９９４ 

２７,４４５ 

１７,７３２ 

２３２ 

９,４８１ 

５６.２ 

４２.２ 

５８.４ 

１００.０ 

８１.０ 

７３.７ 

６５.０ 

１００.０ 

予算額 収入額 
支出額 

比率 
（％） 

収
　
　
入 

支
　
　
出 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

平成平成1616年3月3131日現在の日現在の 平成16年3月31日現在の 

平成15年度上水道事業会計予算の執行状況 

収益的収支…その事業の経営活動にかかる収支 

　　　　　　のこと 

資本的収支…その事業に必要な施設建設などに 

　　　　　　かかる収支のこと 

 

　たとえば、お店で物を売り、得た収入は収益的

収入で、その物を仕入れるために支払ったお金

は収益的支出となります。また、そのお店が店舗

を改装するために銀行から融資を受けると資本

的収入となり、大工さんに支払ったお金が資本

的支出となります。 

公営企業会計の区分について 

水道事業の 
　　財政状況 
水道事業の 
　　財政状況 
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岩
倉
市
の
保
育
園
の
園
児
数
は
４
月
１
日
現
在

で
６
５
４
人
、
職
員
数
（
保
育
士
・
調
理
員
・
パ

ー
ト
職
員
を
含
む
）
は
１
５
９
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
保
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

ま
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
国
の
基
準
を
超
え
て
職
員
の
配
置
を
行
い
、

そ
の
費
用
を
負
担
し
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
の
保
育
に
要
す
る
予
算
は
８
億
８
千
９

５
２
万
円
で
、
児
童
１
人
当
た
り
に
す
る
と
年
１

３
６
万
１
２
２
円
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。 

　
そ
の
う
ち
、
保
育
料
と
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
予
算
の
総
額
は
１
億
２
千

７
３
２
万
円
で
、
児
童
１
人
当
た
り
年
額
１９
万
４

千
６
７
９
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
残
り
は
市
が
７
億
３
千
９
１
９
万
円
、
国
・
県

が
２
千
３
０
１
万
円
を
負
担
し
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

０
）
ま
で
。 

平
成
１６
年
度
の
保
育
園
運
営
費 

を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

保育園の運営費（平成16年度予算） 

平成16年4月1日現在の園別園児数と職員数（園児数には自由契約児を含みます） 

保育園職員配置基準 

平成16年4月1日現在の年齢別園児数 

保育園名 

保育士 

ベース保育士 
（クラス担任） 

予備保育士 

延長保育士 

障害児加算 4：1

保健師・看護師 

保育士は、乳児幼児各1人を配置し、 
それ以上必要な場合はパート職員を配置 

0歳児が入所する園に1人 
（保育士数の内数） 

保育園１園につき２人 
（国の事業として実施する園） 

中部 北部 南部 東部 西部 仙奈 下寺 合計 

園児数 129 66 93 128 59 88 91 654

職員数 29 14 27 27 11 24 27 159

年　齢 

職　　名 岩倉市の基準 国の基準 

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計 

人　数 19 61 90 126 182 176 654

（単位：人） 

（単位：人） 

保育に要する経費（8億8,952万円） 

公費負担 保護者負担 

ベース保育士と延長保育士 
の正規の合算数を基準 7：1

0歳児 

1歳児 

2歳児 

幼児（3～5歳児） 

3：1 

4：1 

6：1 

20：1

0歳児 

1歳児 

2歳児 

3歳児 

4歳児 

5歳児 

3：1 

4：1 

6：1 

20：1 

25：1 

30：1

（児童：保育士） 

3：1 

6：1 
 

20：1 

 
30：1

（児童：保育士） 

市費負担 
7億3,919万円 

（児童１人当たり年1,130,260円） 

保育料 
1億2,732万円 

（児童１人当たり年194,679円） 

国・県費負担 
2,301万円 
（児童１人当たり 
年35,183円） 

（児童１人当たり年1,360,122円） 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
採
用

す
る
職
員
採
用
候
補
者
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

１
次
試
験
日
　 

●
と
き
　
７
月
２５
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
３

時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

●
試
験
内
容
　
教
養
筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
体

力
測
定
、
作
文 

※
な
お
、
１
次
試
験
合
格
者
に
は
、
後
日
２
次
試

験
を
行
い
ま
す
。 

受
験
手
続 

●
受
付
期
間
　
６
月
１５
日
　
〜
２９
日
　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
） 

●
提
出
書
類
　
岩
倉
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験
申

込
書
（
市
指
定
用
紙
） 

●
受
験
票
の
交
付
　
提
出
書
類
を
受
理
し
た
と
き

に
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。 

●
郵
送
に
よ
る
手
続
方
法
　
申
込
書
の
請
求
を
す 

る
人
は
、
封
筒
に
「
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、 

１
２
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
の 

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受 

験
申
し
込
み
を
す
る
人
は
、
封
筒
に
「
受
験
申
し 

込
み
」
と
朱
書
き
し
、
関
係
書
類
と
５０
円
切
手
を 

貼
っ
た
受
験
票
（
住
所
・
氏
名
明
記
）
を
必
ず
同 

封
し
て
く
だ
さ
い
（
受
験
申
し
込
み
は
受
付
期
間 

内
必
着
で
す
）
。 

　
な
お
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
申
込
書
の 

様
式
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ 

い
。 

★
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

http://w
w
w
.city.iw

akura.aichi.jp/  

●
申
込
受
付
　
岩
倉
市
総
務
部
秘
書
課
人
事
係 

（
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
岩
倉
市
栄
町
１
―
６６
） 

●
給
料
等
　
岩
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

お
よ
び
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

●
問
合
先
　
秘
書
課
人
事
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

１
）
ま
で
。  

 

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。 

　
犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
、
地
域
社
会
で

あ
り
、
ま
た
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年

の
更
生
を
果
た
す
場
も
地
域
社
会
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
更
生
を
実
効
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲
と
併
せ
、
本
人
を

取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。 

　
近
年
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
重
大
な
事
件
が
相
次

ぎ
、
ま
た
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
な

ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
急
激
な
社
会
の
変
化
の
中
で
、
地
域
社
会
の

機
能
が
弱
体
化
し
、
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
親

子
の
対
話
が
減
る
な
ど
、
地
域
社
会
や
家
庭
が
有

し
て
い
た
犯
罪
抑
止
力
や
教
育
力
が
低
下
し
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
を
は
じ
め
関
係
機 

関
・
団
体
と
の
連
携
を
推
進
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
幅
広
い
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
夢
や
希
望
を

持
っ
て
、
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
明
る
い
地

域
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
始
ま
り
は
… 

　
こ
の
運
動
は
、
終
戦
後
、
社
会
が
荒
廃
し
て
い

た
中
、
住
む
場
所
も
食
べ
る
物
も
な
く
街
に
あ
ふ

れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
心
配
し
た
東
京

銀
座
に
あ
る
商
店
街
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
行
っ
た

催
し
物
「
銀
座
フ
ェ
ア
」
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

始
ま
り
、
そ
の
後
、
法
務
省
の
主
唱
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

●
岩
倉
市
で
の
活
動 

　
７
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
調
月

間
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
７
月
１
日
　
に
岩
倉
駅
を
始
め
、

市
内
数
か
所
で
江
南
保
護
区
岩
倉
市
保
護
司
会
が

中
心
と
な
り
、
岩
倉
市
更
生
保
護
女
性
会
、
江
南

少
年
補
導
委
員
会
岩
倉
分
会
、
一
宮
尾
北
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
岩
倉
第
１

団
、
江
南
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
街
頭
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

９
）
ま
で
。 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

ふ
れ
あ
い
と 

対
話
が
築
く 

明
る
い
社
会 

平
成
１７
年
４
月
１
日
採
用
予
定 

職
員
採
用
候
補
者
試
験
を 

実
施
し
ま
す 

（木） 

（日） 

（火） 

（火） 

試
　
験
　
区
　
分 

職　　種 受　　験　　資　　格 採用人数 

事　務　職 

（一般行政職） 

　短大卒業以上または卒業見込み 

の人で、昭和４９年４月２日以降 

に生まれた人 

３人程度 

消　防　職 

　短大卒業以上または卒業見込み 

の人で、昭和５４年４月２日以降 

に生まれた人 

１人 

（注） 地方公務員法第１６条（欠格条項）の規定に該当する人は、受験できません。 
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●
市
政
の
窓
●
 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙 

（
愛
知
県
選
出
・
比
例
代
表
選
出
） 

(金)

(土)

●投 票 日　７月１１日（日）  

●投票時間　午前７時～午後８時 

　
第
２０
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
公
示
日
６
月
２４
日
　
、
投
票
日
７
月
１１
日
　
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
今
回
の
選
挙
か
ら
、
従
来
の
不
在
者
投
票
は
期
日
前
投
票
制
度
に
よ
る
投
票
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
の
手
続
き
が
大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
人
の
た
め
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
改
善
さ
れ
、
介
護
保
険
で
要
介
護

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
も
対
象
者
と
な
っ
た
ほ
か
、
代
理
記
載
制
度
も
創
設
さ
れ
ま
し

た
（
詳
し
く
は
１０
、
１１
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。 

　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
大
切
な
一
票
」
を
私
た
ち
の
代
表
者
に

投
じ
ま
し
ょ
う
。 

（木） 

（日） 

表 

交付手帳名 

両 下 肢 ・ 体 幹  

移 　 動 　 機 　 能  

心臓・じん臓・呼吸器 
ぼうこう・直腸・小腸 

障害の種類 

身体障害者 
手　　　帳 

戦傷病者手帳 

－ 

－ 

１級・２級 

１級・３級 

特別項症から 
第２項症まで 

特別項症から 
第３項症まで 

免　　　　　　　　疫 １級～３級 

投票用紙の色は 
次のように分かれています。 

　①　愛知県選出議員選挙 

　　　　　　 ………うすい黄色

 ②　比例代表選出議員選挙 

　　　　　    ………白色  

こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人 

　
昭
和
５９
年
７
月
１２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
１６
年
３
月
２３
日
以
前
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
転
入
届
を
し
）
、
引
き
続
き
平
成
１６
年
６
月
２３

日
ま
で
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
で

す
。 

市
内
へ
転
入
さ
れ
た
人 

　
平
成
１６
年
３
月
２４
日
以
降
に
岩
倉
市
へ
転
入
さ

れ
た
人
の
選
挙
権
は
前
住
所
地
に
あ
り
ま
す
の
で
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
前
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

市
外
へ
転
出
さ
れ
た
人 

　
岩
倉
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
た
人

で
平
成
１６
年
３
月
２４
日
以
降
に
転
出
さ
れ
た
人
は
、

新
住
所
地
で
は
ま
だ
選
挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

岩
倉
市
に
お
い
て
属
し
て
い
た
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。 

期
日
前
投
票
（
従
来
の
不
在
者
投
票
） 

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む
を
得
な
い
理

由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
公
示
日
の
翌
日 

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。 

●
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間 

　
６
月
２５
日
　
〜
７
月
１０
日
　 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時 

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
投
票
で
き
ま
す
。 

●
期
日
前
投
票
場
所 

　
岩
倉
市
役
所
２
階
会
議
室
１ 

　
期
日
前
投
票
に
は
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

（
入
場
券
が
未
着
の
場
合
は
不
要
）
。 

　
な
お
、
出
張
や
里
帰
り
な
ど
で
、
期
日
前
投
票

期
間
お
よ
び
、
投
票
日
と
も
岩
倉
市
に
不
在
の
人

は
、
滞
在
先
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票 

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
選
挙
人
で
障
害
の
程
度
が
そ
れ
ぞ

れ
次
の
表
に
該
当
す
る
人
、
介
護
保
険
法
上
の
要

介
護
者
で
介
護
保
険
証
に
要
介
護
５
の
記
載
が
さ

れ
て
い
る
人
で
す
。 

　
郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
た
め
に
は
、
前
も

っ
て
郵
便
投
票
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

選
挙
管
理
委
員
会
へ
詳
細
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

              

病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人 

　
病
気
、
ケ
ガ
な
ど
で
入
院
さ
れ
て
い
る
人
や
介

護
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
、
投
票
当
日
、

投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合
は
、
指
定
の
病
院
・
施

設
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
長
ま
た
は
、
施
設
長
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

代
理
投
票 

　
文
字
の
書
け
な
い
人
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

厳
正
な
立
ち
会
い
の
も
と
に
係
員
が
あ
な
た
の
投

票
し
た
い
候
補
者
の
名
前
な
ど
を
代
筆
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
点
字
の
で
き
る
人
は
、
点
字
投
票
も
で

き
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い
と
き
、

紛
失
し
た
と
き 

　
投
票
所
入
場
券
は
、
世
帯
ご
と
に
郵
送
で
お
送

り
し
ま
す
。 

　
入
場
券
は
、
棄
権
防
止
、
投
票
所
の
整
理
な
ど

の
方
法
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
が

な
け
れ
ば
投
票
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
選
挙
権
が
あ
れ
ば

投
票
で
き
ま

す
の
で
、
入

場
券
が
届
か

な
い
と
き
、

ま
た
は
紛
失

し
た
と
き
は
、

投
票
所
の
受

付
係
に
お
申

し
出
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
３
８

―
５
８
２
３
）
ま
で
。  

こ
ど
も
ら
に
　
夢
持
た
せ
よ
う
　
こ
の
一
票 

平成16年6月15日 8

 



●
市
政
の
窓
●
 

北第一投票所 北第二投票所 

中第二投票所 中第一投票所 天神投票所 上投票所 

中央投票所 南第二投票所 

下投票所 期日前投票場所　市役所2階　会議室1

西投票所 

東投票所 

南第一投票所 

八剱町 

名神高速道路 
名神高速道路 

井上町 （　　） 神野町 
石仏町 （　　） 

大 市 場 町  

昭和町一丁目・二丁目 
下　本　町 （　  　　） 

中本町 西市町 
鈴井町 
泉　町 
宮前町 

下本町 
上市場 （　   ） 

稲　荷　町 

昭和町三丁目 
曽　野　町 （　   　 ） 

（　   ） 

大 地 町  
大地新町 
川 井 町  
南 新 町  

（　     ） 北島町 

（東新町） 

野寄町 （　   ） 

東　町 
中野町 
北　口 
門　前 

（　   ） 

栄　町 
中央町 
旭　町 
新柳町 

（　   ） 

大 山 寺 町  
大山寺元町 
大山寺本町 
五　条　町 

（　   　 ） 

五
条
川 

八
剱
会
館 

石
仏
会
館 

明治橋 国道１５５号線 

石
仏
駅 

岩
倉
駅 

至
岩
倉
団
地
　 

五
条
川
　 

国道１５５号線 

第三児童館 

地域交流センター地域交流センター 
くすのきの家くすのきの家 

地域交流センター 
くすのきの家 

神明 
生田神社 

信用金庫 

神明大一社 JA

商工会館 旗屋 

西
市
バ
ス
停 

岩
倉
北 

小
学
校 

名
鉄
犬
山
線

名
鉄
犬
山
線 

名
鉄
犬
山
線 

名
鉄
犬
山
線 

第
二
児
童
館 

（
天
神
公
園
内
） 

岩倉北 
小学校 

新
溝
神
社 

大上市場会館 

岩倉市役所岩倉市役所 岩倉市役所 

名
鉄
犬
山
線 

至
下
本
町 

名
鉄
犬
山
線 岩

倉
駅 

北島町 
公会堂 

白
髭
神
社 

野寄 

至
中
市
場 

県　道 

矢
戸
川 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

団
地
集
会
所 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

　
　
　
　

　
　
　
　    

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

　
　
　
　  

セ
ン
タ
ー 

至北島 至下本町 

南新町 

名
古
屋
江
南
線

名
古
屋
江
南
線 
名
古
屋
江
南
線 

石塚 
ガラス 

歩道橋歩道橋 

岩倉岩倉 
南小学校南小学校 

歩道橋 

岩倉 
南小学校 

八百屋 

中部電力 

神
明
社 

す
し
屋 第七児童館第七児童館 第七児童館 

大山寺教会 

大
山
寺
駅 

曽
野
団
地 

名
鉄
犬
山
線 

休憩所 
喫煙所 

トイレ 

トイレ 

多
目
的 

ト
イ
レ 

会議室２ 

期日前投票場所 エレベーター 
ロビー 

相
談
室
４ 

相
談
室
５ 

庭園 
 

レストラン 

エスカレーター 吹抜 
 

税務課 

児童課 
会議室1

東玄関 

エレベーターエレベーター 
 

エレベーター 
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

至南小至南小 至南小 

ご確認ください 

開　票（岩倉市開票区） 

（主な行政区および町名で記載してあります） 

（☎３８－５８２３）まで。 
●問合先　岩倉市選挙管理委員会 

●と　き　７月１１日（日）午後９時～ 
●ところ　岩倉市総合体育文化センター 

あなたの投票所 

土・日曜日、祝日は、エスカレーターか西側のエレベーターをご利用ください。 

※選挙人は、参観ができます。 
　当日は混雑が予想されますので、係員の指示 
　に従い、会場では静粛にしてください。 
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●
市
政
の
窓
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選挙人 

選挙人 

郵便等投票証明書の交付申請および投票手続 

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の 

選
挙
管
理
委
員
会 

不
在
者
投
票
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

【
期
日
前
投
票
制
度
の
創
設
】 

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
「
期
日
前

投
票
」
と
い
う
新
し
い
投
票
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
は
、
投
票
用
紙
を
内

封
筒
に
入
れ
て
、
さ
ら
に
外
封
筒
に
入
れ
た
う
え

で
封
筒
に
署
名
し
、
投
票
立
会
人
の
署
名
を
受
け

る
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
し
た
が
、
期
日
前
投

票
制
度
で
は
、
選
挙
日
当
日
と
同
じ
く
投
票
用
紙

を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

●
投
票
で
き
る
人
　
選
挙
の
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な

い
人
な
ど
（
従
来
の
不
在
者
投
票
と
同
じ
で
す
）
。 

※
選
挙
期
日
に
満
２０
歳
に
な
る
人
や
、
病
院
、
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
投
票
は
、
従
来
ど
お
り
の
不

在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。 

●
投
票
で
き
る
期
間
と
時
間
　
選
挙
期
日
の
告
示

（
公
示
）
の
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま

で
の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
も
投
票
で
き
ま
す
）
。 

※
こ
れ
ま
で
は
、
選
挙
期
日
の
告
示
（
公
示
）
の

日
か
ら
投
票
で
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
告
示
（
公
示
）
日
の
翌
日
か
ら
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
投
票
の
手
続
き
　
選
挙
当
日
の
投
票
所
に
お
け

る
投
票
手
続
き
と
同
じ
で
す
（
今
ま
で
と
同
じ
よ

う
に
宣
誓
書
の
記
載
は
必
要
で
す
）
。 

●
投
票
場
所
　
岩
倉
市
役
所
２
階
会
議
室
１
「
期

日
前
投
票
場
所
」 

【
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
の
改
正
】 

対
象
者
の
拡
大
　 

　
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で

あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
が
、
新
た
に

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
た
め
に
は
、
郵
便

等
投
票
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。 

①郵便等投票証明書の交付申請 

②投票手続 

申請書 
（署名必要） 

郵便等 
投票証明書 

請求書 
（署名必要） 

郵便等 
投票証明書 

投票用紙 投票用封筒 

投票用紙 投票用封筒 

介護保険の 
被保険者証 

身体障害者手帳・ 
戦傷病者手帳 

②郵便等をもって送付 

②郵便等をもって送付 

　投票に先立って、郵便等による不在者投票をすることができる者であることを証明する 
「郵便等投票証明書」の交付を、名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会に申請します。 

①申　請 

①投票用紙・投票用封筒の請求 

④郵便等をもって送付 

③現在する場所において、投票用紙に 
　候補者名を記載し、投票用封筒に入 
　れた後、その表面に署名 

または 
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市
政
の
窓
●
 

代理 
記載人 

選挙人 

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の 

選
挙
管
理
委
員
会 

選挙人 

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の 

選
挙
管
理
委
員
会 

名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
の 

選
挙
管
理
委
員
会 

選挙人 

浄
化
槽
を
正
し
く
維
持
管
理 

し
ま
し
ょ
う 

代
理
記
載
制
度
の
創
設 

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
で
次
の
　
ま
た
は
、
　
に
該
当

す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
長
に
届
け
出
た
人
（
選
挙
権
を
有
す
る
人
に
限

る
）
に
投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障
害
者
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程 

度
が
１
級
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。 

　
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の
戦
傷
病
者
で
、
戦

傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
、
視
覚
の
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
で
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。 

　
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行
う
た
め
に 

は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
に
加
え
て
、

あ
ら
か
じ
め
次
の
①
お
よ
び
、
②
の
手
続
き
を
行

っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
代
理
記
載

の
方
法
に
よ
る
投
票
手
続
き
は
③
の
と
お
り
で
す
。 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
３
８

―
５
８
２
３
）
ま
で
。  

　
浄
化
槽
は
的
確
に
維
持
管
理
（
保
守
点
検
、
清

掃
）
が
行
わ
れ
な
い
と
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
浄
化
槽
は
、
法
律
に
よ
り
保
守
点
検
、
清
掃
、

ま
た
法
定
検
査
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
浄
化
槽
が
正
常
に

働
い
て
い
る
か
を
定
期
的
に
点
検
す
る
も
の
で
す
。

保
守
点
検
は
、
愛
知
県
登
録
の
浄
化
槽
保
守
点
検

業
者
に
、
法
定
検
査
は
、
愛
知
県
の
指
定
検
査
機

関
で
あ
る
　
愛
知
県
浄
化
槽
協
会
（
☎
０
５
２
―

４
８
１
１
―
７
１
６
０
）
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
浄
化
槽
の
清
掃
は
年
１
回
以
上
必
ず
行

い
ま
し
ょ
う
。
清
掃
は
、
岩
倉
市
の
許
可
業
者
㈱

ア
イ
ホ
ク
（
☎
６
６
―
２
１
１
２
）
が
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
中
に
異
物
な
ど
が
混
入

し
て
い
る
と
、
し
尿
処
理
施
設
の
処
理
能
力
が
著

し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
異
物
な
ど
を
ト
イ

レ
に
流
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
浄
化
槽
が
正
常
な

状
態
で
あ
る
よ
う
に
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
８
）
ま
で
。  

 

投票用紙 投票用封筒 

投票用紙 投票用封筒 

①代理記載の方法による投票を行うことができる者であることの証明手続 

※この手続を郵便等投票証明書の交付申請と同時に行う 
　場合には、郵便等投票証明書の交付申請書への署名は 
　不要です。 

郵便等投票証明書に代理記載の方法による投票を行う 
ことができる者である旨の記載を受けます。 

選挙人に代わって投票に関する記載を行う「代理記載人」と 
なるべき者を届け出ます。 

②代理記載人となるべき者の届出の手続 

③代理記載の方法による投票手続 

②郵便等をもって送付 

①申　請 

郵便等 
投票証明書 

届出書 
（署名不要） 

代理記載人となるべき者に 
よる同意書・宣誓書 

①届　出 

郵便等投票証明書 
（代理記載の方法による投票を行うことができる者である旨が記載） 

②郵便等をもって送付 

②郵便等をもって送付 

郵便等投票証明書 
（代理記載人となるべき者の氏名が記載） 

（代理記載人の署名必要） 

郵便等 
投票証明書 

請求書 
（代理記載人の署名必要） 

①投票用紙・投票用封筒の請求 

④郵便等をもって送付 

③現在する場所において、代理記載人は、 
　投票用紙に選挙人が指示する候補者名 
　を記載し、投票用封筒に入れた後、その 
　表面に署名 

（１） 

（１） 

（２） 

（２） 

（社） 

郵便等 
投票証明書 

申請書 
（署名不要） 

身体障害者手帳 
または戦傷病者手帳 

平成16年6月15日 11



●
市
政
の
窓
●
 

「
災
害
か
ら
自
ら
を
守
る
」 

防
災
講
演
会
を
開
き
ま
す 

正
し
い
救
急
車
の
利
用
を 

心
が
け
ま
し
ょ
う 

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に 

集
中
豪
雨
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

　
岩
倉
市
は
、
平
成
１５
年
１２
月
１７
日
に
、東
南
海
・

南
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
市
民
一
人
一
人
が
地
震
災
害

に
対
す
る
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
「
明
日
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
！
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
「
東
海
地
震
」
や
今
世
紀
の
中
ご
ろ

ま
で
に
は
必
ず
発
生
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る 

「
東
南
海
・
南
海
地
震
」
さ
ら
に
、
東
海
地
震
と

東
南
海
・
南
海
地
震
と
の
連
動
な
ど
、
地
震
環
境

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。 

　
講
演
会
で
は
、
岩
倉
市
で
予
想
さ
れ
る
被
害
形

態
や
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
な
ど
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
６
月
２７
日
　
午
後
１
時
３０
分
開
演 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ 

ー
ル 

●
講
師
　
谷 

口
仁
士
さ
ん 

（
名
古
工
業 

大
学
大
学
院 

教
授
）
　 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災
係
（
☎

３
７
―
５
３
３
３
）
ま
で
。  

       

　
近
年
の
救
急
出
動
の
増
加
に
よ
り
救
急
車
が
不

足
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
救
急
車
は
、
急
い
で
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
や
、
他
に
病
院
へ
迅
速
に
搬
送
す

る
手
段
が
な
い
場
合
に
利
用
す
る
よ
う
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
軽
い
病
気
や
け
が
で
救
急
車
を
利
用

す
る
と
重
症
や
危
篤
な
患
者
の
搬
送
に
支
障
を
き

た
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

　
皆
さ
ん
、
助
け
合
い
の
精
神
で
正
し
い
救
急
車

の
利
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
病
院
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
従

来
の
電
話
に
よ
る
案
内
の
ほ
か
、
６
月
１
日
か
ら

愛
知
県
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
…
☎
０
５
８
６
―
７
２
―

１
１
３
３  

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　 

http://w
w
w
.qq.pref.aichi.jp  

●
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
）
ま

で
。  

      

　 　
梅
雨
時
に
は
、
し
ば
し
ば
集
中
豪
雨
に
よ
る
災

害
が
起
こ
り
ま
す
。  

　
特
に
、
こ
の
時
期
の
大
雨
の
特
徴
は
、
局
地
的

に
降
る
こ
と
と
、
い
つ
ど
こ
で
降
り
だ
す
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
「
ゲ
リ
ラ
的
」
「
突
発
的
」
な
性

質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
ま
た
、
寝
静
ま
っ
た
夜
に
起
こ
る
場
合
も
多
く
、

災
害
の
規
模
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。 

雨
が
強
く
な
っ
た
ら
気
象
情
報
に
も
注
意
し
て 

　
梅
雨
時
は
、
長
雨
な
ど
で
地
盤
が
緩
ん
で
い
た

り
す
る
の
で
、
強
い
雨
が
降
り
始
め
た
ら
、
厳
重

な
警
戒
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
、
気
象
台
が
発
表
す
る
雷
注
意
報
、

大
雨
警
報
な
ど
で
す
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
つ
け

て
、
注
意
報
や
警
報
な
ど
の
気
象
情
報
に
十
分
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
記
録
的
な
雨
量
を
観
測
し

た
場
合
は
、
直
ち
に
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
こ
れ
ら

に
関
す
る
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
電
話
で
の
天
気
予
報
（
１
１
７
番
）
で
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
大
雨
に
関
す
る
注
意

報
や
警
報
が
出
て
い
な
い
か
確
か
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
。 

非
常
持
ち
出
し
袋
の
確
認
を 

　
い
ざ
と
い
う
時
の
災
害
に
も
あ
わ
て
な
い
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な
も
の
を
非
常
持
ち

出
し
袋
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

★
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
予
備
の
電
池
、
当

面
の
食
料
品
、
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
、
応
急
医

薬
品
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
そ
の
他
お
金
な
ど
の
必
要

最
小
限
の
携
帯
品 

           

確
認
し
て
く
だ
さ
い
皆
さ
ん
の
避
難
施
設 

　
岩
倉
市
で
は
、
３８
か
所
の
避
難
施
設
を
指
定
し

て
い
ま
す
（
次
頁
参
照
）
。 

　
台
風
や
各
種
警
報
が
発
表
さ
れ
て
災
害
の
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

こ
れ
ら
の
施
設
を
開
放
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
避
難
命
令
が
出
た
場
合
は
皆
さ
ん
の
安

全
な
避
難
施
設
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
避
難
命
令
が
出
る
前
に
避
難
を
し
た
い

人
は
市
役
所
（
☎
６
６
―
１
１
１
１
）
ま
た
は
、

消
防
署
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
）
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災
係
（
☎

３
７
―
５
３
３
３
）
ま
で
。 

た
に 

ぐ
ち
ひ
と   

し 

（日） 
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●
市
政
の
窓
●
 

石仏駅石仏駅 
石仏会館石仏会館 

至
犬
山

至
犬
山 

至
名
古
屋

至
名
古
屋 

井上会館井上会館 

八剱会館八剱会館 

神野会館神野会館 

中野会館中野会館 

泉会館泉会館 
中部保育園中部保育園 

老人憩老人憩の家 

東町会館東町会館 

大上市場会館大上市場会館 

地域交流地域交流センター 
（くすのきの家） 

地域交流地域交流センター 
（みどりの家） 

第五児童館第五児童館 

第四児童館第四児童館 

消防本部消防本部・消防署消防署 

東新町公会堂東新町公会堂 
JAJA愛知北岩倉支店愛知北岩倉支店 

南部老人憩南部老人憩の家 

岩倉総合高校岩倉総合高校 

岩倉中学校岩倉中学校 

南部中学校南部中学校 

野寄町公会堂野寄町公会堂 

希望希望の家 

曽野町公会堂曽野町公会堂 

川井町公会堂川井町公会堂 
大山寺駅大山寺駅 

曽野小学校曽野小学校 

大市場町公会堂大市場町公会堂 

岩倉市役所岩倉市役所 

岩倉駅岩倉駅 

岩倉南小学校岩倉南小学校 

ふれふれあいセンター 

保健保健センター 

北島町公会堂北島町公会堂 

総合体育文化総合体育文化センター 

県道春県道春日井一宮線井一宮線 

県
道
名
古
屋
江
南
線

県
道
名
古
屋
江
南
線 

県道浅野羽根岩倉線県道浅野羽根岩倉線 岩倉北小学校岩倉北小学校 
岩倉東小学校岩倉東小学校 

国道国道155155号 

矢
戸
川

矢
戸
川 

五
条
川

五
条
川 

五条川小学校五条川小学校 

名神高速道路名神高速道路 

公民館公民館 下寺保育園下寺保育園 

Y

石仏駅 
石仏会館 

至
犬
山 

至
名
古
屋 

井上会館 

八剱会館 

神野会館 

中野会館 

泉会館 
中部保育園 

老人憩の家 

東町会館 

大上市場会館 

地域交流センター 
（くすのきの家） 

地域交流センター 
（みどりの家） 

第五児童館 

第四児童館 

消防本部・消防署 

東新町公会堂 
JA愛知北岩倉支店 

南部老人憩の家 

岩倉総合高校 

岩倉中学校 

南部中学校 

野寄町公会堂 

希望の家 

曽野町公会堂 

川井町公会堂 
大山寺駅 

曽野小学校 

大市場町公会堂 

岩倉市役所 

岩倉駅 

岩倉南小学校 

ふれあいセンター 

保健センター 

北島町公会堂 

総合体育文化センター 

県道春日井一宮線 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

県道浅野羽根岩倉線 岩倉北小学校 
岩倉東小学校 

国道155号 

矢
戸
川 

五
条
川 

五条川小学校 

名神高速道路 

公民館 下寺保育園 

Y

第三児童館第三児童館 第三児童館 

名　　称 所　在　地 電　　話 

 
 
６６ー３１２５ 
 
 
 
 
３７ー０４１６ 
３７ー３８３４ 
６６ー２３１１ 
６６ー２２２２ 
３７ー１２２１ 
 
 
３８ー１１０６ 
３７ー３１３５ 
３７ー３１１１ 
６６ー０８１７ 
 
３７ー１２０８ 
６６ー１１１１ 

井上会館 
石仏会館 
五条川小学校 
八剱会館 
神野会館 
中野会館 
泉会館 
中部保育園 
老人憩の家 
岩倉東小学校 
総合体育文化センター 
岩倉北小学校 
東町会館 
大上市場会館 
地域交流センター（くすのきの家） 
ふれあいセンター 
JA愛知北岩倉支店 
第五児童館 
東新町公会堂 
岩倉中学校 
岩倉市役所 

井上町東畑田１５６－１ 
石仏町中屋敷５９７－１ 
神野町郷浦１８ 
八剱町郷８１ー１ 
神野町平久田４１ 
東町馬出５８ー２ 
泉町西新溝廻間１ー７ 
本町畑中６５ 
東町東市場屋敷２０１ 
東町掛目１ 
鈴井町下新田１２３ 
本町南新溝廻間２ 
東町東市場屋敷３５１ー１ 
宮前町１ー２ 
中本町西出口１５ー１ 
西市町無量寺２ー１ 
本町神明西１１ 
東新町南江向２４ー５ 
東新町釜之口１ー１ 
西市町竹之宮２４ 
栄町１ー６６ 

 

６６ー６７００ 
３７ー３８３２ 
３７ー３５１１ 
３７ー４１４１ 
 
６６ー１００８ 
３７ー０２５７ 
６６ー３３０９ 
 
 
３７ー０４９７ 
６６ー３１８１ 
３７ー６８１５ 
 
６６ー３２１４ 
３７ー４１９１ 
 

地域交流センター（みどりの家） 
第三児童館 
保健センター 
岩倉総合高校 
北島町公会堂 
岩倉南小学校 
公民館 
下寺保育園 
大市場町公会堂 
野寄町公会堂 
南部老人憩の家 
南部中学校 
第四児童館 
曽野町公会堂 
曽野小学校 
希望の家 
川井町公会堂 

中央町２ー２０ 
下本町下市場２７ 
旭町１ー２０ 
北島町川田７００ 
北島町宮東１２９７ 
大地町小森９３ー１ 
昭和町２ー１７ 
下本町下寺廻１０７ー１ 
大市場町郷廻１８４ー３ 
野寄町屋敷９２２ 
大地町郷前３２ 
曽野町江毛１ 
稲荷町羽根２４ー３ 
曽野町宮前１ 
曽野町井森１ 
川井町江崎３８１９ー１ 
川井町井上１３０８ 

岩 倉 市 の 避 難 施 設 岩 倉 市 の 避 難 施 設 岩 倉 市 の 避 難 施 設 

N
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●
市
政
の
窓
●
 

７０歳未満の人の自己負担限度額 

７０歳以上の人の自己負担限度額 

※上位所得者とは同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者の基礎控除後の総所得金
　額等が６７０万円を超える世帯および所得申告がない世帯の人です。 
※住民税非課税世帯とは、同一世帯の世帯主とすべての国保被保険者が非課税の世帯
　です。 

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、 

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
自
己
負
担
限
度
額 

（
表
）
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
（
老
人
保
健

で
は
高
額
医
療
費
）
と
し
て
、
あ
と
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。 

自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
と
き 

　
病
気
や
ケ
ガ
で
同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医

療
機
関
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
分
が
申
請
に
よ

り
支
給
さ
れ
ま
す
。 

同
じ
世
帯
で
合
算
し
て
限
度
額
を
超
え
た
と
き 

　
同
じ
世
帯
で
、
同
じ
月
内
に
医
療
費
を
２
万
１

千
円
以
上
支
払
っ
た
人
が
複
数
い
る
と
き
は
、
そ

れ
ら
の
額
を
合
算
し
て
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

高
額
医
療
費
の
支
給
が
４
回
以
上
あ
る
と
き 

　
同
じ
世
帯
で
、
過
去
１２
か
月
間
に
４
回
以
上
高

額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
と
き
は
、
４
回
目
か

ら
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
高
額
療
養
費
支
給
該
当
者
に
は
、
診
療

月
の
約
３
か
月
後
に
市
民
窓
口
課
か
ら
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

★
注
意
点 

・
各
月
の
１
日
か
ら
末
日
ま
で
を
１
か
月
と
し
て

計
算
し
ま
す
。 

・
各
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
別
々
に
計
算
し
ま
す
。 

・
同
じ
医
療
機
関
で
も
歯
科
と
他
の
診
療
科
は
別

々
に
計
算
し
ま
す
。 

・
同
じ
医
療
機
関
で
も
入
院
と
外
来
は
別
々
に
計

算
し
ま
す
。 

・
国
民
健
康
保
険
の
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
入

院
中
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
歯
科
の
自
由
診
療
お
よ

び
、
入
院
中
の
食
事
代
は
高
額
療
養
費
の
計
算
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

・
診
療
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
と
な
り
、 

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

●
持
参
す
る
も
の
　
国
民
健
康
保
険
証
、
領
収
書
、

印
鑑
、
預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
除
く
）
を
持
っ
て
、

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
す
で
に
市
民
窓
口
課
か
ら
通
知
の
は
が

き
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、
は
が
き
も
お
持
ち
く

だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
７
）
ま
で
。 

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は 

３回目までの限度額 ４回目以降の限度額 

さらに、実際かかった医療費が 
４６６,０００円を超えた場合は超え 
た分の１％の額を加算します。 

１３９,８００円 

さらに、実際かかった医療費が 
２４１,０００円を超えた場合は超え 
た分の１％の額を加算します。 

７２,３００円 

３５,４００円 

７７,７００円 

４０,２００円 

２４,６００円 

上位所得者 
住
民
税
課
税
世
帯 

住民税非課税世帯 

一般 

外来（個人ごとに計算） 世帯単位で入院と外来が 複数あった場合は合算 

さらに、実際かかった医療費が 
３６１,５００円を超えた場合は超え 
た分の１％の額を加算します。 

７２,３００円 

＊（４０,２００円） 

４０,２００円 

１２,０００円 

８,０００円 

４０,２００円 

１５,０００円 

２４,６００円 

一定以上 
所得者 

住
民
税
課
税
世
帯 

住
民
税
非
課
税
世
帯 

一般 
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●
市
政
の
窓
●
 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
が
対
象 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
・ 

耐
震
補
強
工
事
に
補
助
し
ま
す 

（財） 

７
月
１
日
か
ら 

水
道
料
金
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス 

ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す 

　
水
道
料
金
が
、
７
月
１
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
水
道
料
金
以
外
の
市
税
や
、
そ
の
他
、

市
へ
の
納
付
金
な
ど
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
取
り
扱
い
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　 

　
な
お
、
全
国
の
各
店
舗
で
も
利
用
で
き
ま
す
。 

★
コ
コ
ス
ト
ア 

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア 

★
サ
ー
ク
ル
Ｋ 

★
サ
ン
ク
ス 

★
ス
リ
ー
エ
フ 

★
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
（
北
海
道
・
関
東
の
み
） 

★
セ
ー
ブ
オ
ン 

★
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン 

★
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ･

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス

ト
ア
ー 

★
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト 

★
ホ
ッ
ト
ス
パ
ー
（
東
北
・
関
東
・
沖
縄
の
み
） 

★
ポ
プ
ラ 

★
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ 

★
ロ
ー
ソ
ン 

★
ａ
ｍ
／
ｐ
ｍ 

　
納
入
通
知
書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
る
よ
う
に
、
７
月
か
ら
バ
ー
コ
ー
ド
付

通
知
書
に
変
更
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
バ
ー
コ
ー

ド
の
な
い
納
入
通
知
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

水
道
料
金
の
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い 

　
水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
お
申
し
込
み
に
な
っ

た
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
お
支
払
い
い
た
だ
く

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
で
。  

　
岩
倉
市
は
、
昨
年
１２
月
１７
日
に
、
「
東
南
海
・

南
海
地
震
」
が
発
生
し
た
場
合
に
、
著
し
い
地
震

災
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
防
災
対
策
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
と
し
て
「
地
震
防
災
対

策
推
進
地
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

亡
く
な
っ
た
人
の
８
割
以
上
が
建
物
の
倒
壊
に
よ

る
圧
迫
死
や
窒
息
死
で
し
た
。
特
に
昭
和
５６
年
以

前
の
旧
建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。 

　
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
住
宅
の

耐
震
診
断
に
よ
り
わ
が
家
の
耐
震
性
を
知
り
、
耐

震
補
強
を
す
る
な
ど
必
要
な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断 

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
建
築
物 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨
造
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象
外
） 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、

木
質
パ
ネ
ル
構
法
な
ど
は
対
象
外
） 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共

同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象
外
で
す
） 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し
て
あ
る

簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自
己
診
断
を
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者 

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
補
助 

　
岩
倉
市
で
は
、
無
料
耐
震
診
断
な
ど
の
結
果
、

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅 

（
昭
和
５６
年
以
前
の
旧
建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
）
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
人
に

対
し
て
、
耐
震
補
強
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
　

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
建
築
物 

①
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
に
お
い
て
、

総
合
判
定
が
０
・
７
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

総
合
判
定
を
１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事 

②
　
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
住

宅
耐
震
（
現
地
）
診
断
に
お
い
て
、
得
点
が
６０
点

未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
総
合
判
定
を
１
・

０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
（
た
だ
し
、
耐
震

改
修
工
事
以
外
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
） 

●
補
助
の
金
額
　
１
棟
あ
た
り
６０
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。 

※
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な
り
ま

す
。 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

３
）
ま
で
。  
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●
市
政
の
窓
●
 

第
８
回 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団 

ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
〜
海
へ
の
ロ
マ
ン
〜 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　 

〜
心
に
響
く
は
じ
め
の
一
歩
〜 

市
営
大
地
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン 

　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
に
よ
る
ポ
ッ
プ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
映
画
音

楽
特
集
を
お
贈
り
し
ま
す
。 

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
、

ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
７
月
１０
日
　
開
場
…
午
後
６
時
、
開
演

…
午
後
６
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
指
揮
　
佐
々
木
修
さ
ん 

●
曲
目
　 

★
第
１
部
…
映
画
音
楽
の
名
曲
を
集
め
て
Ｐ
ａ
ｒ

ｔ
８ 

夏
の
日
の
恋
（
避
暑
地
の
出
来
事
）
、
太
陽
が
い

っ
ぱ
い
、
愛
を
奏
で
て（
海
の
上
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
）、

マ
イ
・
ハ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
・
ゴ
ー
・
オ
ン
（
タ
イ

タ
ニ
ッ
ク
）
、
加
山
雄
三
メ
ド
レ
ー
　
ほ
か 

★
第
２
部
…
「
飛
び
出
せ
！
　
ヒ
ー
ロ
ー
」
　 

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
、
月
光
仮
面
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
、

キ
ャ
シ
ャ
ー
ン
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
　
ほ
か 

※
都
合
に
よ
り
、
内
容
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
入
場
料
　
一
般
１
千
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０

円
（
全
自
由
席
） 

※
な
お
、
就
学
前
の 

お
子
さ
ん
は
入
場
で 

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご 

遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日 

　
６
月
１８ 
日
　
〜 

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所 

　
市
役
所
１
階
情
報 

サ
ロ
ン
、
総
合
体
育 

文
化
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。  

       

　
岩
倉
市
で
は
、
妊
婦
の
皆
さ
ん
の
ヒ
ー
リ
ン
グ

と
、
日
ご
ろ
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
で
は
、

な
か
な
か
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
奏
会
に
出
か
け
ら
れ

な
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
、
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。 

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
「
妊
婦
さ
ん
や
小
さ
な

お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ
ん
」だ
け
で
な
く
、「
お

腹
の
赤
ち
ゃ
ん
や
普
段
は
演
奏
会
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い
小
さ
い
お
子
さ
ん
」
に
も
、
生
の
音

楽
を
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。 

　
入
場
を
ご
希
望
の
人
は
、
次
の
と
お
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
託
児
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
７
月
２
日
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室 

●
定
員
　
６０
人
（
お
子
さ
ん
も
含
む
） 

●
内
容
　
弦
楽
四
重
奏 

●
出
演
者
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
（
バ
イ

オ
リ
ン
…
高
嶋
耕
二
、
北
條
道
夫
、
ビ
オ
ラ
…
浅

井
弦
人
、
チ
ェ
ロ
…
小
林
薫
） 

●
主
な
曲
　
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ

ー
ク
、
ト
長
調
Ｋ
・
５
２
５
よ
り
第
１
楽
章
／
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
、
協
奏
曲
集
「
四
季
」
「
春
」
よ
り

第
１
楽
章
／
ビ
バ
ル
デ
ィ
、
ダ
ッ
タ
ン
人
の
お
ど

り
／
ボ
ロ
デ
ィ
ン
、
ア
ニ
メ
映
画
宮
崎
峻
作
品
よ

り
／
久
石
譲
　
ほ
か 

●
申
込
方
法
　
入
場
お
よ
び
、
託
児
と
も
電
話
で

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

●
申
込
期
間
　
６
月
１７
日
　
〜
２５
日
　
（
入
場
お

よ
び
、
託
児
と
も
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
） 

●
入
場
料
・
託
児
料
　
無
料 

●
そ
の
他
　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
就
学
前
の

お
子
さ
ん
も
入
場
し
て
い
ま
す
の
で
多
少
騒
が
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
が
あ
ま
り
に
騒
が
し
く
他
の

人
の
迷
惑
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
退
場
を

お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

託
児
サ
ー
ビ
ス 

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
終
了

ま
で 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
指
導
室 

●
定
員
　
１２
人 

●
持
ち
物
　
詳
細
は
申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。  

       

●
利
用
期
間
　
７
月
３
日
　
〜
８
月
３１
日
　 

※
７
月
３
日
　
か
ら
７
月
１９
日
　
ま
で
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

８
月
１５
日
　
は
施
設
休
業
日
と
な
り
利
用
で
き
ま

せ
ん
。 

●
利
用
時
間 

★
午
前
の
部
…
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
３０
分
（
た

だ
し
、
入
場
受
付
は
午
前
１１
時
３０
分
ま
で
） 

★
午
後
の
部
…
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時
（
た
だ
し
、

入
場
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
） 

●
入
場
料
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
回
２
０
０

円
、
小
人
（
小
・
中
学
生
）
１
回
１
０
０
円 

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
無
料
で
す
が
、
保
護
者

が
水
着
で
入
場
（
有
料
）
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

●
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
ま
で
。  

（土） 

（土） 

（土） 
（日） 

（火） 

（月） 

（金） 

（金） 

（木） 

（金） 

さ    

さ     

き 

お
さ
む 

ほ
う
じ
ょ
う
み
ち   

お 

こ
ば
や
し
か
お
る 

 

い
　
げ
ん
と 

あ
さ 

た
か
し
ま
こ
う   

じ 
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●
市
政
の
窓
●
 

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
リ
ナ
レ
ス
選
手
が 

岩
倉
市
へ
や
っ
て
く
る
！ 

「
キ
ュ
ー
バ
交
流
野
球
教
室
」 

を
開
催
し
ま
す 

年
少
リ
ー
ダ
ー
育
成
キ
ャ
ン
プ 

講
習
会
を
行
い
ま
す 

　
岩
倉
市
で
は
、
愛
知
万
博
の
「
一
市
町
村
一
国

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
」
の
交
流
相
手
国
「
キ
ュ

ー
バ
」
と
の
交
流
事
業
と
し
て
、
キ
ュ
ー
バ
出
身

で
現
在
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に
在
籍
し
て
い
る
オ
マ

ー
ル
・
リ
ナ
レ
ス
選
手
を
中
心
と
し
た
野
球
教
室

を
開
催
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
リ
ナ

レ
ス
選
手
の
サ
イ

ン
ボ
ー
ル
や
愛
知

万
博
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ

ズ
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
７
月
１０
日
　
午
前
９
時
〜
正
午 

●
と
こ
ろ
　
石
仏
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
雨
天
の
場
合
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
会
場
） 

●
参
加
資
格
　
小
学
生
（
３
年
生
以
上
の
男
女
）

お
よ
び
、
中
学
生
（
男
） 

●
申
込
期
限
　
６
月
３０
日
　 

●
そ
の
他
　
当
日
は
、
各
自
グ
ロ
ー
ブ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
主
管
　
岩
倉
市
体
育
協
会 

●
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
ま
で
。  

       

　
市
内
の
小
学
５
年
生
を
対
象
に
、
年
少
リ
ー
ダ

ー
育
成
キ
ャ
ン
プ
講
習
会
を
行
い
ま
す
。 

　
希
望
の
家
で
１
泊
２
日
の
集
団
生
活
を
体
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
豊
か
な
人
間
性
や
健
康

な
心
身
を
養
い
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
が
果

た
せ
る
児
童
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 

　
１
泊
２
日
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？ 

●
と
き
　
８
月
６
日
　
午
前
１０
時
〜
７
日
　
午
後

４
時
（
１
泊
２
日
） 

●
と
こ
ろ
　
希
望
の
家 

●
対
象
者
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
５
年
生
で

健
康
な
児
童 

●
募
集
人
数
　
７０
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
） 

●
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保
険
料
） 

●
申
込
期
限
　
６
月
２５
日
　 

●
申
込
場
所
　
第
一
児
童
館
（
中
本
町
西
出
口
１５

―
１
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
く
す
の
き
の
家
」内
） 

●
問
合
先
　
第
一
児
童
館（
☎
３
８
―
１
１
０
６
）

ま
で
。  

（水） 

（土） 

（土） 

（金） 

（金） 

●とき　７月２４日（土）午前７時３０分出発、２５日（日）午
後６時帰着予定 
●ところ　福井県大野郡和泉村下半原ふれあい湖畔  
●宿泊　テント（温水シャワー有り） 
●集合・解散場所　岩倉市役所 
●参加費　大人１人６,０００円、中学生以下１人３,０００
円、幼児無料（交通費、食事代（４食分）、キャンプ代、保
険料含む） 
●募集対象者　市内にお住まいの人。なお、高校生以下は保
護者同伴とします。 
●募集人数　４５人（定員を超えた場合は抽選により決定） 
●申込方法　往復はがきに、必ず「森と湖のキャンプ申込」
の表示と参加者全員の①氏名②性別③年齢④住所⑤電話番号
を記入し、７月２日（金）（当日消印有効）までに市役所企画
課（〒４８２―８６８６岩倉市栄町１―６６）に お申し込み
ください（はがき１枚で４人まで申し込みができます）。な
お、返信はがきのあて先には必ず代表者の住所、氏名を記入
してください。  

●主催　和泉村　 
●企画・運営　自然暮らしの会 
●その他　当日は着替え、タオル、洗面用具、軍手、長靴、
雨合羽、懐中電灯、虫除けスプレーなどをご持参ください 
（少雨決行・荒天中止）。 
　なお、保険には加入しますが、開催中の事故については、
主催者は責任を負いかねますので、あらかじめご了承のうえ
ご参加ください。 
●問合先　企画課企画係（☎３８―５８０２）まで。  

～和泉村の自然を楽しんでみませんか～ 
「自然樂校・九頭竜」夏の講座 

　岩倉市と友好都市提携を結んでいる和泉村の主催で、「森と湖のキャンプ」が行われます。 
　当日は、和泉村出身のタレント清水國明氏（予定）を講師に迎え、カナディアンカヌー体験や野外料理講座（ダッチオーブ
ン料理）、ウッドクラフト講座、選択講座として魚釣り（竿な 
どは持参、えさ代は実費徴収）などの催しが予定されています。 
　夏休みの思い出に和泉村をお楽しみください。 

し  みずくにあき 
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暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

★６月３０日(水)は国民健康保険税第３期の納期限です★ 
　　お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を 
　　６月２９日(火)までにご確認ください。 
　　　問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８－５８０７） 

▲
 

  

●
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出 

  

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
す
で
に
郵
送
し
ま
し
た
今
年

度
の
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
６
月

３０
日
　
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ 

い
。 

　
こ
の
現
況
届
は
、
手
当
が
引
き
続

き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
た
め
に
、
受
給
者
の
所
得
や
児
童

の
監
護
・
養
育
の
状
況
を
お
知
ら
せ

い
た
だ
く
大
切
な
届
け
で
す
。
必
ず

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
届
け
が
出
さ
れ
な
い
と
、
６
月
以

降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の 

★
児
童
手
当
現
況
届 

★
印
鑑 

★
厚
生
年
金
等
加
入
の
人
は
保
険
証

の
写
し 

★
平
成
１６
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住

所
が
な
か
っ
た
人
は
、
平
成
１６
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
税
務
課
等

で
発
行
の
平
成
１６
年
度
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
）  

  

●
退
職
者
医
療
制
度 

  

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
長

い
間
会
社
や
役
所
に
勤
め
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
な

ど
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
人
と
そ

の
被
扶
養
者
は
、
「
老
人
保
健
」
の

適
用
を
受
け
る
ま
で
の
間
「
退
職
者

医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。  

適
用
の
条
件 

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と 

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
こ
と 

③
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
あ
る
い
は

各
種
共
済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）

年
金
ま
た
は
、
通
算
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
る
こ
と 

④
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
の
被

用
者
年
金
保
険
の
加
入
期
間
の
合
計

が
２０
年
以
上
ま
た
は
、
４０
歳
以
後
の

期
間
が
１０
年
以
上
あ
る
こ
と
（
国
民

年
金
は
除
く
） 

⑤
右
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
人
（
退

職
被
保
険
者
本
人
）
の
配
偶
者
、
三

親
等
内
の
親
族
で
退
職
被
保
険
者
本

人
と
同
一
世
帯
で
、
主
と
し
て
退
職

被
保
険
者
本
人
に
よ
り
生
計
を
維
持

し
て
い
る
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円

以
下
の
人 

届
け
出
が
必
要
で
す 

　
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
年
金
証
書
（
加
入
期
間
の
証
明
で

き
る
も
の
）
・
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
・
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市

民
窓
口
課
保
険
医
療
係
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）  

  

●
医
療
費
外
経
費
助
成
制
度

　
廃
止 

  

　
こ
れ
ま
で
老
人
医
療
の
充
実
お
よ

び
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
老
人
医
療
に
係
る
医
療
費
外
経

費
の
助
成
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
助
成
制
度
は
昭
和
４０
年
代
の

老
人
医
療
の
無
料
化
が
進
む
中
で
創

ら
れ
た
制
度
で
す
。 

　
今
日
の
老
人
医
療
制
度
の
見
直
し

に
伴
い
、
こ
の
制
度
を
平
成
１６
年
７

月
診
療
か
ら
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）  

  

●
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費 

　
制
度 

  
　
岩
倉
市
で
は
、
愛
知
県
が
認
可
す

る
私
立
幼
稚
園
へ
通
う
園
児
の
保
護

者
に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。 

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金 

▼
対
象
　
愛
知
県
が
認
可
す
る
私
立

幼
稚
園
に
在
園
し
、
岩
倉
市
に
住
所

が
あ
る
園
児
の
保
護
者 

▼
補
助
金
額
　
園
児
の
属
す
る
世
帯

の
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。 

▼
申
請
方
法
　
６
月
中
に
幼
稚
園
を

通
じ
て
保
護
者
の
皆
様
へ
申
請
用
紙

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
在
園
す
る

幼
稚
園
を
通
じ
て
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
６
月
中
旬
ま
で
に
申
請
用

紙
が
幼
稚
園
よ
り
届
か
な
い
場
合
は

学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

▼
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
８
）  

  

●
差
し
押
さ
え
済
み
電
話 

　
加
入
権
の
公
売 

  

　
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者

の
差
し
押
さ
え
済
み
電
話
加
入
権
を

公
売
し
ま
す
。 

　
入
札
に
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
税
務
課

で
説
明
を
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

▼
と
き
　
６
月
２５
日
　
午
前
１１
時
〜

１１
時
１０
分 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
３
階
会
議
室
４ 

▼
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
６
）  

（水） 

（金） 

手続き 
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催し  

 
　　お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を 
　　６月２９日(火)までにご確認ください。 
　　　問合先　税務課収納係（☎３８－５８０６） 

▲
 

講座  
教室  

         

●
民
謡
山
口
会
　 

南
部
老
人
憩
の
家 

  

　
民
謡
ク
ラ
ブ
山
口
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
民
謡
」
を
お
楽
し
み
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
７
月
１
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
南
部
老
人
憩
の
家
（
大

地
町
） 

▼
出
演
者
　
岸
昌
子
さ
ん
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
南
部
老
人
憩
の
家
（
☎

３
７
―
０
４
９
７
） 

  

●
史
跡
公
園
月
釜 

  

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
気
軽
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
お
茶
会
を

開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
２０
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
雨
天
決
行
） 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家

（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８
―
６
１
０

１
）  

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹

茶
と
お
菓
子
） 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
海
老

沢
社
中 

        

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３
８
―
５
８

１
９
）  

  

●
桜
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
入
賞
作
品
展
示 

  

　
４
月
１
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
桜
ま

つ
り
期
間
中
に
行
っ
た
、
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
２２
日
　
〜
３０
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
６
時
（
３０
日
は
午
後

４
時
ま
で
） 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示
ホ
ー

ル
（
月
曜
日
は
休
館
で
す
） 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６

６
―
３
４
０
０
）
ま
た
は
、
商
工
農

政
課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８

１
２
） 

         

●
勤
労
青
少
年
の
日
ボ
ウ

　
リ
ン
グ
大
会 

  

　
勤
労
青
少
年
の
日
の
記
念
行
事
と

し
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。 

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
７
月
９
日
　
午
後
６
時
３０

分
ス
タ
ー
ト 

▼
と
こ
ろ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ

（
一
宮
市
） 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
、
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
１５
歳
か
ら

４０
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年 

▼
参
加
費
用
　
無
料 

▼
定
員
　
１
４
０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込･

問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

●
保
育
園
パ
ー
ト
職
員 

　
（
保
育
士
）
の
登
録 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
保
育
園
の
パ
ー
ト

職
員
（
保
育
士
）
の
登
録
を
、
随
時
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
登
録
の
あ
る
人
か
ら
必
要
に
応
じ

パ
ー
ト
職
員
の
採
用
を
し
て
い
ま
す
。 

▼
資
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人 

▼
申
込
・
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
） 

         

●
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り

　
民
踊
講
習
会 

  

　
８
月
に
開
催
さ
れ
る
い
わ
く
ら
夏

ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り
で
、
皆
さ
ん

に
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

民
踊
講
習
会
を
行
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
２５
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
３０
分
か 

ら
） 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
講
師
　
可
知
豊
親
さ
ん
（
日
本
民

踊
研
究
会
会
長
） 

▼
参
加
料
　
５
０
０
円 

※
当
日
、
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６

６
―
３
４
０
０
） 

  

●
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー 

  

　
育
児
・
介
護
等
で
退
職
し
、
将
来

的
に
再
就
職
を
希
望
す
る
人
の
た
め

に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
２９
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
春
日
井
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー 

▼
内
容 

・
講
義
…
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

す
」
、
講
師
…
森
眞
江
さ
ん
（
ア
ル

ト
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
） 

・
実
習
…
岩
田
亜
紀
子
さ
ん
（
カ
ラ

ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
） 

・
再
就
職
者
体
験
発
表 

・
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業
等

の
説
明
・
質
疑 

▼
対
象
者
　
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、

介
護
等
で
退
職
し
、
将
来
再
就
職
を

希
望
す
る
人 

▼
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
・
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
） 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
主
催
　
　
２１
世
紀
職
業
財
団
愛
知

事
務
所 

▼
共
催
　
春
日
井
市 

▼
託
児
　
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
１
歳
以
上
就
学
前
の
子
）
、

無
料 

▼
申
込
・
問
合
先
　
　
２１
世
紀
職
業 

財
団
愛
知
事
務
所
（
☎
０
５
２
―
５

８
６
―
７
２
２
２
　
０
５
２
―
５
８

６
―
７
２
２
５
） 

（火） 

（水） 

（木） 

（木） 

（金） 

（日） 

（財） 

（財） 

（金） 

★６月３０日(水)は市県民税第１期の納期限です★ 

き
し
ま
さ  

こ 

募集  

い
わ  

た   

あ
　
き
　
こ 

も
り
ま
さ  

え 

か    

ち  

ほ
う
し
ん 
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｢霧ケ峰｣（１９２５ｍ）ニッコウキスゲの群生地を訪ねます 
第１０回市民登山教室・主催 岩倉市体育協会 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

月・日 

曜
日 

時間 

８月 

 

 １０：３０～１２：００ 

 １９：３０～２１：００ 

○印に講習会を開催します。 

３日 ７日 ８日 １４日 １５日 １８日 

水 日 土 日 土 火 

　長野県中部、諏訪湖の北に広がる高原台地「霧ケ峰」を訪ねます。春から
初秋まで、さまざまな高山植物が咲き乱れることで有名な高原です。 
　今回は、梅雨明け直後に高原全体に黄色のジュウタンを敷き詰めたように
群生して咲くニッコウキスゲを見に出かけます。標高最高点の車山から八島
ケ原湿原にかけての高原を、できるだけたくさんの高山植物に出会えること
を期待しながら散策します。 
　とき　７月１８日（日）午前６時３０分集合、午後７時３０分解散予定　
※予備日…７月２５日(日)　   
　集合場所　総合体育文化センター駐車場 
　募集人数　４５人 
　参加資格　市内にお住まいかお勤めの１６歳以上の健康な人で、往復６時
間程度の登山に耐えうる人（６５歳以上は登山経験者に限る） 
　事前説明会　７月８日（木）午後７時３０分から総合体育文化センター２
階会議室（事前説明会には必ず参加してください） 
　参加費用　４，０００円 
　申込方法　６月２５日（金）午後７時か
ら総合体育文化センター１階多目的ホール
で受け付けます（定員になりしだい締め切
ります）。※１人で複数人分の受け付けは
できませんのでご注意ください。 
　問合先　岩倉市体育協会事務局（総合体
育文化センター内☎６６―２２２２） 

   

●
８
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

　
講
習
会 

  

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

▼
講
習
内
容
　
①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
②
器
具
の
説
明
③
実
技 

▼
対
象
　
１６
歳
以
上 

▼
定
員
　
１
回
の
講
習
に
つ
き
１５
人 

▼
費
用
　
２
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　 

　
７
月
１
日 

　
か
ら
、
総 

合
体
育
文
化 

セ
ン
タ
ー
ス 

ポ
ー
ツ
課
へ 

申
し
込
ん
で 

く
だ
さ
い（
１ 

人
に
つ
き
１ 

名
。
電
話
不 

可
）
。 

▼
申
込
・
問 

合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
） 

  

●
７
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導 

  

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、
専
門
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
効
果
的
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
の
指
導
を
行
い

ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
１０
日
　
・
１１
日
　
・

１７
日
　
・
１８
日
　
午
後
１
時
〜
５
時 

▼
対
象
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
登

録
証
を
お
持
ち
の
人 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―

２
２
２
２
）  

  

●
初
心
者
水
泳
教
室 

  

　
教
育
委
員
会
で
は
、
初
心
者
を
対

象
に
、
基
本
技
術
の
習
得
を
目
指
し

た
８
回
コ
ー
ス
の
水
泳
教
室
を
次
の

と
お
り
開
き
ま
す
。 

▼
と
き
　
７
月
１０
日
　
・
１１
日
　
・

１７
日
　
・
１８
日
　
・
３１
日
　
、
８
月

１
日
　
・
７
日
　
・
８
日 

▼
と
こ
ろ
　
市
営
大
地
プ
ー
ル 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤

め
の
小
学
生
以
上
で
２５
㍍
を
泳
げ
な

い
人 

▼
参
加
料
　
１
千
５
０
０
円
（
入
場

料
含
む
） 

▼
定
員
　
小
学
生
３０
人
、
中
学
生
以

上
１０
人 

▼
申
込
日
　
６
月
２５
日
　
午
後
７
時

か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す（
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
。 

※
１
人
で
複
数
人
分
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２

２
２
）  

         

●
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
講
習
会 

  

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
日
常
生
活
の

過
ご
し
方
を
気
を
つ
け
る
こ
と
で
予

防
で
き
ま
す
。
　 

　
自
分
の
骨
の
健
康
を
保
つ
ポ
イ
ン

ト
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
・
内
容
・
定
員
　
表
の
と
お

り ▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
対
象
　
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
受
診

者
お
よ
び
、
関
心
の
あ
る
人 

▼
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
・
タ
オ

ル
（
２
回
目
の
み
） 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い(

電
話
可)

。 
▼ 
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

  

●
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種 

  

　
昭
和
５０
年
か
ら
５２
年
に
生
ま
れ
た

人
は
、
ポ
リ
オ
の
免
疫
を
保
有
し
て

い
る
人
の
割
合
が
、
ほ
か
の
年
齢
層

に
比
べ
て
低
い
た
め
、
次
の
場
合
に

備
え
て
、
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

①
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
（
イ
ン

ド
、
ザ
イ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
）

に
渡
航
さ
れ
る
。 

②
お
子
さ
ん
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
ら
れ
た
と
き
。 

▼
接
種
で
き
る
医
療
機
関 

★
厚
生
連
昭
和
病
院
（
江
南
市
野
白

町
野
白
☎
５
６
―
４
１
５
５
）  

健康  

（木） 

（金） 

（土） 

（日） 

（土） 

（土） 

（日） （土） 

（日） 

（日） （土） 

（土） 

（日） 

（日） 

※２回目は、運動のできる服装でお越しください。また、室内 
　用運動靴、タオルをお持ちください。 

と　き 内　容 講　師 定員 

７月８日（木） 
午後1時３０分 
 ～３時 

講義「骨粗し 
ょう症になら 
ないために」 

３０人 
第
１
回 

７月９日（金） 
午後1時３０分 
 ～３時 

講義「楽しく 
動いて骨づく 
りをしよう!」 
運動実技 

健康づくりリーダー 

中村八重野さん 
３０人 

第
２
回 

★６月３０日(水)は介護保険料第３期の納期限です★ 
　　お忘れなく納付してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を 
　　６月２９日(火)までにご確認ください。 
　　　問合先　生きがい課介護保険係（☎３８－５８１１） 

▲
 

愛北病院整形外科部長 
兼リハビリテーション科部長 

医師　伊藤裕三さん 
い とうゆうぞう 

なかむら や　え　の 
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市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み  　な  　       な     や      む     な 

★
村
上
内
科
（
犬
山
市
丸
山
天
白
町

☎
０
５
６
８
―
６
２
―
２
２
０
１
）

※
予
約
が
必
要
で
有
料
と
な
り
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
）
ま
た
は
、
江
南
保

健
所
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

         

●
国
民
生
活
金
融
公
庫 

　
融
資
相
談
会 

  

　
岩
倉
市
商
工
会
と
国
民
生
活
金
融

公
庫
一
宮
支
店
の
共
催
で
、
夏
季
資

金
お
よ
び
、
情
報
化
の
た
め
の
投
資

を
行
う
人
へ
Ｉ
Ｔ
資
金
な
ど
に
つ
い

て
の
融
資
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
７
月
７
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
商
工
会
館 

主
な
融
資
制
度
の
概
要 

国
の
事
業
ロ
ー
ン 

★
融
資
額
…
４
千
８
０
０
万
円
以
内 

★
返
済
期
間
…
運
転
資
金
は
原
則
５

年
以
内
（
据
置
１
年
以
内
）
、
設
備

資
金
は
原
則
１０
年
以
内
（
据
置
２
年

以
内
） 

★
貸
付
利
率
…
年
１
・
７
㌫
（
固
定
、

５
月
３１
日
現
在
） 

Ｉ
Т
資
金 

★
融
資
対
象
…
情
報
化
の
た
め
の
投

資
を
行
う
人
で
、
情
報
技
術
を
高
度

に
活
用
さ
れ
る
人 

★
融
資
額
…
７
千
２
０
０
万
円
以
内 

（
運
転
資
金
４
千
８
０
０
万
円
以
内
） 

★
返
済
期
間
…
運
転
資
金
は
５
年
以

内
（
特
に
必
要
な
場
合
は
７
年
以
内
、

据
置
１
年
以
内
）
、
設
備
資
金
は
１５

年
以
内
（
据
置
２
年
以
内
） 

★
貸
付
利
率
…
年
０
・
８
〜
１
・
９

㌫
（
固
定
、
５
月
３１
日
現
在
） 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
（
経
済
再 

生
資
金
） 

★
融
資
額
…
３
千
万
円
以
内 

★
融
資
期
間
…
運
転
資
金
は
原
則
５

年
以
内
（
据
置
１
年
以
内
） 

★
貸
付
利
率
…
年
１
・
７
㌫
（
固
定
、

５
月
３１
日
現
在
） 

※
申
し
込
み
・
相
談
を
ご
希
望
の
人

は
、
７
月
１
日
　
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

▼
連
絡
先
　
岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６

６
―
３
４
０
０
）
ま
た
は
、
国
民
生 

活
金
融
公
庫
一
宮
支
店
（
☎
０
５
８

６
―
７
３
―
３
１
３
１
担
当
柴
田
） 

  

●
児
童
相
談 

  

　
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
１８
歳
未

満
の
児
童
の
不
登
校
、
い
じ
め
、
乱

暴
、
育
児
の
ほ
か
、
施
設
に
入
所
さ

せ
た
い
な
ど
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く

問
題
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
家
庭
児
童
相
談
室
（
福

祉
事
務
所
内
） 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
）  

  

　
集
中
豪
雨
が
多
い
季
節 

●
便
槽
の
管
理
に
ご
注
意
を 

  

　
梅
雨
の
時
期
に
心
配
な
の
が
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
便
槽
へ
の
水
入
り
で

す
。 

　
便
槽
に
雨
水
が
た
く
さ
ん
入
る
と
、

し
尿
が
路
上
に
あ
ふ
れ
て
、
た
い
へ

ん
不
衛
生
で
す
。 

　
便
槽
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
前
に
、

早
め
に
く
み
取
る
か
、
く
み
取
り
口

を
か
さ
あ
げ
す
る
な
ど
雨
水
が
入
る

の
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、

㈱
ア
イ
ホ
ク
（
岩
倉
市
許
可
業
者
☎

６
６
―
２
１
１
２
） 

  

●
献
血
に
ご
協
力
を 

　
　 

 

　
献
血
の
際
に
は
、
事
前
に
血
液
の

比
重
検
査
の
ほ
か
、
問
診
や
血
圧
測

定
な
ど
の
検
査
を
行
い
、
総
合
的
に

健
康
状
態
を
判
断
し
て
か
ら
献
血
の

適
否
が
判
断
さ
れ
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
６
月
２７
日
　
曽

野
町
公
会
堂 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
） 

相 談 
その他 

 市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となってい
ますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいた
だきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■総合福祉相談 
　６月１８日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　６月２０日（日）午後１時～３時 
　７月　４日（日）午後１時～３時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　６月２３日（水）午後１時～４時 
　７月１４日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時
から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順電
話可）。なお、７月の初回相談日は第２水曜日になりますの
でご注意ください。 
■年金相談 
　６月２８日（月）午前１０時～午後３時 
※平成１６年度から年金に関する相談を新たにお受けします。
お気軽にご相談ください。 
■女性悩みごと相談 
　７月　２日（金）午後１時～３時３０分 
■交通事故相談（予約制…定員３人） 
　７月　２日（金）午後１時～４時 
※６月２５日（金）までに予約があった場合、専門相談員が
来庁します（電話可）。 
■知的障害者相談 
　７月　８日（木）午後１時～４時 
■不動産相談 
　７月　８日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　７月　９日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　７月　９日（金）午後１時～４時 
■登記相談 
　７月１４日（水）午後１時～４時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人で
くよくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊かな
ボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけ
ください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休
日を除く） 
 

●心の相談電話  ☎３７－７８６７ 

 

（水） 

（木） 

（日） 

▼
 

▼
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●お母さんになるために 

と　き 

毎週木曜日（祝日は除く） 
10：00～ 
受付/9：45～11：00 
（初産の人は10時までに受付） 

対　象　者 

妊婦 

備考 

内容/ビデオ「妊娠中の過ごし方」・ 
保健指導　 
持ち物/妊娠届出書 
当日ご都合の悪い人はご連絡ください。 
初産の人は10：00～11：00までお話 
を聞いていただきます。 

母子健康手帳交付 

第3回/7月5日（月） 
13：15～15：30 
受付/13：15～14：00 
第4回/7月12日（月） 
13：30～15：30 
受付/13：15～13：30

妊婦（夫の参加も可） 内容/第3回…歯科健診・染め出し・ブ 
ラッシング指導（申し込みが必要です）  
第4回…ビデオ・話「産後の生活と育児 
について」・話「出産と育児」・実習「お 
風呂の入れ方」 

母親教室 

7月10日（土）  
9：00～12：00  
受付/8：45～9：00  
申込/6月21日（月）8：30～  
保健センター（電話可） 

初めて親になる夫婦 
定員20組 

内容/ビデオ「お父さんへ赤ちゃんから 
のメッセージ」・実技「お風呂の入れ方」・ 
育児中のパパママとの交流会 パパママセミナー 

●赤ちゃんのために 
と　き 

7月5日（月）  
9：00～ 
受付/9：00～11：00

対　象　者 

乳幼児 

備考 

内容/身体計測・栄養相談・育児相談・ 
母乳相談（母乳相談は予約が必要です） 
定期測定にもご利用ください。 
 

乳幼児健康相談 

4か月児健康診査 
7月29日（木）  
13：00～ 
受付/13：00～14：00

平成16年3月生まれ 内容/診察・発達チェック・身体計測・ 
栄養指導・育児相談等  
 

4～6か月児の離乳食教室 
7月6日（火）  
10：00～11：00 
受付/9：45～10：00

4～6か月児の保護者等 内容/離乳食のすすめ方と試食 

内容/幼児食と歯の話・染め出し・ブラ 
ッシング指導  
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプ  
ロン 

7月20日（火）  
9：45～  
受付/9：40～10：00

7月7日（水）  
10：00～11：30 
受付/9：45～10：00 
申込/6月16日（水）8：30～　  
保健センター（電話可） 

平成15年11月生まれ 内容/身体測定・育児のお話・赤ちゃん 
体操・育児相談・栄養相談・絵本の読み 
聞かせ  
 

8か月児育児教室 

1歳～1歳6か月児  
定員15組 

7月2日（金）  
13：30～ 
受付/13：15～14：30  
申込/6月16日（水）8：30～　  
保健センター（電話可） 

2歳6か月児とその親 
定員15組 

内容/歯科健診（親と子）・染め出し・ 
ブラッシング指導・フッ素塗布  
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプ 
ロン・親の歯ブラシ 

2歳6か月児 
親子歯科健康診査 

7月13日（火）  
13：00～ 
受付/13：00～14：00 

平成13年7月生まれ  
 

内容/診察・歯科健診・発達チェック・身 
体計測・栄養相談・育児相談・視覚聴覚 
検査・尿検査（会場で採尿）等  
持ち物/保健センターからお送りするア 
ンケート用紙  
 

3歳児健康診査 

かみかみ歯ピカ教室 

内容/診察・歯科健診・発達チェック・身  
体計測・遊び指導・栄養相談・育児相談等 
備考/歯をみがいてきてください。 
 

7月6日（火）  
13：00～ 
受付/13：00～14：00

平成14年12月生まれ 

1歳6か月児健康診査 

内容/歯科健診・染め出し・ブラッシング 
指導・フッ素塗布・食生活指導 
持ち物/子どもの歯ブラシ・コップ・エプ 
ロン 

7月26日（月）  
13：00～ 
受付/13：00～13：40 

平成14年7月生まれ 

2歳児歯科健康診査 

子どもとお母さん 

7月の保健センター案内 
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備考 
内容/健康チェック・体操・レクリ 
エーション等  
持ち物/健康手帳 

と    き 
7月2日（金）13：30～15：00 
　南部老人憩の家 
7月9日（金）13：30～15：00  
　岩倉病院回復期リハビリテーションセンター 
7月13日（火）10：00～11：30　  
　第五児童館 
7月16日（金）13：30～15：00  
　老人憩の家 
7月23日（金）13：30～15：00　  
　保健センター 

はつらつ元気くらぶ 

健康相談 

対　象　者 
おおむね65歳以上で 
介護保険を利用して 
いない人 

成人 内容/血圧測定・健康相談等 7月2日（金）13：30～15：00 
　南部老人憩の家 
7月15日（木）9：30～11：30 
　ふれあいセンター 
7月16日（金）13：30～15：00  
　老人憩の家 
7月28日（水）13：30～15：30 
　総合体育文化センター 

内容/歯科相談・ブラッシング指導・歯 
こう染め出し・歯みがき圧測定 
持ち物/普段使っている歯ブラシ  
 

歯の健康相談 
成人 毎週木曜日（祝日は除く） 

9：00～11：00  
 

▲
 
▲
 

▲
 

▲
 

■麻しん（はしか）　※申し込みが必要です。 
　麻しん予防接種の申し込みを受け付けています。ご希望の人は母子健康手帳
をご持参のうえ、お早めにお申し込みください。 
　と　き　７月８日（木）、８月２０日（金）、１０月２６日（火）、１１月４日（木）、 
　　　　　平成１７年１月２８日（金）、２月１０日（木）、３月１６日（水） 
　対　象　接種日に年齢が１歳から７歳６か月未満の人。ただし、次の人は対象
から除きます。 
★すでに麻しんにかかった人 
★すでに麻しん、または、ＭＭＲ（麻しん、風しん、おたふくかぜ混合ワクチン）の予
防接種を受けた人 
★麻しんの予防で、ガンマグロブリンの接種を３か月以内に受けた人 
★予防接種に含まれる成分で、アナフィラキシーを起こしたことのある人 
★他の予防接種を受けて一定期（三種混合等は１週間、ＢＣＧ等は４週間）が過

ぎていない人 
※ひきつけを起こしてから１年た
っていない人は、集団接種が困
難なため保健センターに相談し
てください。 
　申　込　保健センターに直
接申し込んでください（電話不
可）。 
　その他　定員は８０人で、費
用は無料です。母子健康手帳
を持参してください。 

※平成１５年度に申し込まれて接種できなかった人は、電話で麻しん手帳

の番号と接種希望日をお知らせください。 

ツベルクリン 

と　き 
7月21日（水）  
7月23日（金）  
受付/13：00～14：30  
 7月21日（水）　  
受付/13：00～13：45 

7月7日（水）  
受付/13：00～14：30 

7月9日（金）  
受付/13：00～14：30 

対　象　者 
9か月～7歳6か月未満 

9か月～7歳6か月未満 

6か月～4歳未満 

7月7日ツベルクリン 
接種者 

1歳～7歳6か月未満 

備考 
初回接種/3～8週間の間隔で3回接種 
追加接種/初回接種の3回目完了後、 
1年～1年6か月の間に1回接種 
初回接種/4～6週間の間隔で2回接種 
追加接種/初回接種の2回目完了後 
1年～1年6か月の間に1回接種 

1回接種 
 

ツベルクリン接種の2日後判定し、 
陰性者にＢＣＧを接種 

□三種混合 
百日せき・ジフテリア・破傷風 

□二種混合 
ジフテリア・破傷風 

7月14日（水） 
7月30日（金）　  
受付/13：00～14：30 

3歳～7歳6か月未満 初回接種/1～4週間の間隔で2回接種 
追加接種/初回接種の2回目完了後、 
翌年1回接種 

□日本脳炎 

■ＢＣＧ 
7月12日（月）  
受付/13：00～14：30 ■風しん 

成　人 
保健センターを利用されるときは、健康手帳をお持ちください。健康手帳の交付は随時行っています。 

問合先●岩倉市保健センター 
　　　　旭町1-20　☎37-3511

N

S

EW
市役所 

ユニー 

中央 
公園 

県道岩倉西停車場線 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

新
柳
通
線 

県道小牧岩倉一宮線 

保健センター 

郵便局 

岩
　
倉
　
駅 

予防接種 

※万歩計の貸し出し・健康チェックの日は、祝日を除く毎週木曜日（9：00～11：00）に行っています。万歩計貸し出し時には、日本列島
縦断コース表もあわせてお渡ししています（日本列島縦断コース表は万歩計をすでにお持ちの人にも、お渡しいたします。万歩計の貸し出し
には1個200円が必要です。おつりのないようにご用意ください）。  
※テレホン健康相談（☎66－7300）・防犯ベルの貸し出しは土・日曜日、祝日を除く毎日行っています。詳しくは保健センターへお問い
合わせください。 

　朝の体温を測り、母子健康手帳をお忘れなくご持参ください（母子健康手帳がないと受け付けできません）。予防接種は、はしか、水ぼう
そうなどの病気が治ってから、１か月は接種できません。三種混合、二種混合等の□印の予防接種は接種後１週間以内に、風しん等の■印の
予防接種は接種後４週間以内に他の予防接種を受けることはできません（接種間隔など詳しくは、予防接種実施計画表をご覧ください）。 
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環境学習コーディネーター　新海洋子 
 私の暮らしと水環境　～雨をみて感じよう～暮らしと水環境　～雨をみて感じよう～ 私の暮らしと水環境　～雨をみて感じよう～ 

しん  かい  よう　こ 

恐
竜
も
飲
ん
で
い
た
水 

　
今
日
は
雨
の
日
で
す
。
こ
の
雨
の
ほ
と
ん
ど

は
、
い
ず
れ
川
や
海
に
流
れ
込
み
、
太
陽
の
熱

で
蒸
発
し
、
雲
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、

雨
や
雪
と
な
っ
て
地
上
に
降
り
、
山
や
平
野
を

潤
し
、
一
部
は
地
下
水
に
、
一
部
は
川
や
海
へ

と
流
れ
、
繰
り
返
し
姿
を
変
え
な
が
ら
循
環
を

し
ま
す
。 

　
人
間
は
こ
の
循
環
の
一
部
で
、
水
を
活
用
し
、

多
大
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

農
作
物
や
家
畜
を
育
成
す
る
た
め
の
農
業
用
水
、

物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
生
み
出
す
た
め
の
工

業
用
水
、
私
た
ち
が
日
々
の
暮
ら
し
で
使
う
生

活
用
水
で
す
。 

  

　 　
地
球
は
水
の
惑
星
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て

こ
の
水
は
何
億
年
も
前
か
ら
同
じ
水
が
自
然
の

し
く
み
に
の
っ
て
循
環
し
て
い
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
水
は
有
限
の
資
源
で
あ
り
、
時
代
を
超

え
て
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。
恐
竜
が
飲
ん
で

い
た
水
を
私
た
ち
は
使
っ
て
い
る
の
か
も
？
　

先
人
が
上
手
に
使
っ
て
き
た
水
を
、
私
た
ち
も

次
世
代
の
こ
と
を
考
え
て
利
用
し
な
い
と
い
け

な
い
の
で
す
。 

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
は
で
る
　
で
も
… 

　
日
本
の
水
道
普
及
率
は
約
９６
㌫
。
水
源
は
河

川
や
湖
沼
、
地
下
水
で
す
。
し
か
し
最
近
は
水

源
が
汚
染
さ
れ
、
供
給
さ
れ
る
水
質
が
悪
化
し

て
い
ま
す
。 

　
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
「
○
○
の
天

然
水
」
「
○
○
の
お
い
し
い
水
」
な
ど
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
た
水
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
用
の
浄
水
器
や
整
水
器
な
ど
の
著

し
い
普
及
が
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
水
は
世
界

の
中
で
も
安
全
で
お
い
し
い
水
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
見
る
と
そ
の
水
道

水
が
安
全
で
お
い
し
い
水
と
は
言
え
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
一
体
そ
の
原
因
は
な
ん
で
し
ょ
う
。
か
つ
て

は
、
河
川
の
汚
染
源
は
工
場
か
ら
で
る
排
水
で

し
た
が
、
工
場
排
水
へ
の
規
制
が
進
む
に
つ
れ
、

家
庭
か
ら
の
排
水
が
主
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
家
庭
排
水
と
は
、
炊
事
・
洗
濯
・
風
呂
・

ト
イ
レ
の
水
洗
な
ど
で
す
。 

　
ひ
と
昔
前
、
汚
れ
た
水
は
、
土
壌
や
河
川
・

湖
沼
な
ど
に
す
む
た
く
さ
ん
の
生
物
や
水
草
な

ど
に
浄
化
さ
れ
て
循
環
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
人
間
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
、
水
の

利
用
が
自
然
の
も
つ
浄
化
能
力
を
超
え
て
し
ま

っ
た
た
め
、
水
環
境
が
汚
染
さ
れ
、
循
環
し
て

い
る
水
質
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
下
水

道
が
未
整
備
の
地
域
で
は
、
何
の
処
理
も
な
く

河
川
に
流
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

下
流
地
域
で
は
、
上
流
地
域
で
使
わ
れ
た
水
を

浄
水
場
で
処
理
を
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
浄

水
場
で
は
、
汚
れ
た
水
を
塩
素
で
殺
菌
消
毒
し

て
い
ま
す
が
、
汚
れ
が
ひ
ど
い
ほ
ど
、
塩
素
殺

菌
が
必
要
と
な
り
、
塩
素
に
よ
る
水
質
の
悪
循

環
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

　
地
球
に
あ
る
水
の
う
ち
、
９７
㌫
は
海
水
で
、

人
間
が
利
用
で
き
る
淡
水
（
真
水
）
は
３
㌫
で

す
。
そ
の
中
に
は
氷
河
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い

る
水
が
あ
り
、
実
際
利
用
で
き
る
の
は
全
体
の

う
ち
た
っ
た
の
０
・
８
㌫
で
す
。
こ
の
わ
ず
か

な
有
限
な
水
を
、
私
た
ち
は
日
々
汚
し
て
い
る

の
で
す
。 

有
限
な
水
、
世
代
に
引
き
継
ぐ
水
、
だ
か
ら
大
切
に 

　
水
を
大
切
に
使
う
こ
と
は
、
「
私
」
の
生
命

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
「
未
来
世
代
」
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
「
地
球
」
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
す
。
私
一
人
ぐ
ら
い
が
気
を
つ
け
て
も
…
、

な
ど
と
思
わ
ず
に
、
ぜ
ひ
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と 

●
目
の
細
か
い
水
切
り
な
ど
を
使
い
、
食
べ
く

ず
を
下
水
に
流
さ
な
い
。 

●
ジ
ュ
ー
ス
や
牛
乳
を
飲
み
残
さ
な
い
。 

●
油
を
下
水
に
流
さ
な
い
。
油
で
汚
れ
た
皿
は

汚
れ
を
ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
う
。 

●
ト
イ
レ
や
風
呂
場
を
洗
う
際
に
強
力
な
洗
浄

剤
を
使
わ
な
い
。 

●
合
成
洗
剤
や
石
け
ん
を
使
い
す
ぎ
な
い
。 

●
汚
れ
た
時
に
こ
ま
め
に
雑
巾
で
ふ
く
。 

●
水
を
だ
し
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
た
め
て
使
う
。 

●
雨
水
を
た
め
て
、
水
や
り
な
ど
に
使
用
す
る
。 

　
皆
さ
ん
に
で
き
る
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
梅
雨
の
季
節
に
、
雨
の
ゆ
く
え
、

そ
し
て
皆
さ
ん
が
使
っ
た
あ
と
の
水
の
ゆ
く
え

に
、
少
し
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

▲水の循環 

！？ 
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　５月２３日、岩倉市国際交流協会が外国人の皆さんらを招いて「こい

のぼりづくり」を行いました。この日は、イギリス、セネガルなど６

か国、９人の外国人の皆さんが参加し、中島屋幟店（中本町）の松浦

勉さんの指導のもと、思い思いのこいのぼりをつくりました。 

　色付けの作業では、慎重に色を選びながら丁寧に下絵に色を付けて

いきました。でき上がりは、色とりどりで個性豊かなこいのぼりとな

りました。 

　５月２５日と２６日、愛・地球博の一市町村一国フレ

ンドシップ事業での交流相手国「キューバ」につい

て理解を深めてもらおうと、岩倉南小学校、曽野小

学校（写真）、南部中学校、岩倉中学校の４校に国

際協力機構職員（元在キューバ日本大使館勤務）の

古谷年章さんを招き、子どもたちがキューバの歴史

や言葉、人々の暮らしなどについての話を聞きました。 

　キューバの公用語スペイン語のあいさつや、陽気

な歌「ガンタラメラ」を教えてもらい、日本から遠

く離れた国キューバが身近な国に感じられたようです。 

　この事業は、１０月に残る小学校３校でも行われます。 

キューバってどんな国？ 
～キューバ・フレンド事業～ 

個性豊かなこいのぼり 
　　　～国際交流協会こいのぼりづくり～ 

　５月２５日、八剱町の五条川で、五条川小学校５年

生の児童７４人が水生生物調査を行いました。これは、

地元に流れる川の環境を調査することで、環境を守

ることの大切さを児童たちに知ってもらおうと昭和

６１年から毎年行われているものです。 

　初夏の日ざしがふりそそぐ中、児童たちは班ごと

に分かれ、網とピンセットで生物を採取しました。

この日ヒルやミズムシなどが採取でき、その結果、

昨年と同じ「汚い水」と判定されました。一人ひと

りの心がけでよりきれいな五条川にしていきましょう。 

どんな生き物がすんでいるかな？ 
～五条川小学校水生生物調査～ 

 

ふる  や  としあき 

のぼり まつうら 

つとむ 

25 平成16年6月15日 

広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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ゅうにやさしい

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 
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野菜の広場／岩倉駅地下道 

はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 

★２歳児歯科健診 

★三種混合   
夕市／ＪＡ岩倉支店 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

　休日急病診療（高田幹彦　岩倉病院） 
朝市／東町 

★はつらつ元気くらぶ 

朝市／岩倉団地 
野菜の広場／岩倉駅地下道 
 

　休日急病診療（中川浩　ようてい中央クリニック） 

★二種混合　★三種混合　はつらつ元気くらぶ（第五児童館） 
分別収集／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 
古紙と古着の日/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 

★ポリオ 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

★ポリオ 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口/48,259人（＋139人） 
            男性/24,050人（＋71人） 
            女性/24,209人（＋68人） 
          世帯数/19,220世帯（＋92世帯） 
                （5月1日現在） 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★ポリオ 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

み  な  づき 

［水無月］ 
　６月は、別名を水無月といいます。旧暦の６月は梅雨明け、炎

暑のころで、「水泉枯れつきて水無しの月」というのが語源と言

われています。 

　現在の６月は、梅雨の時期にあたり、梅の実が熟するころ長雨

がしとしとと降り続きます。この時期の雨は、大地を潤し生きる

力を与えてくれます。 

　梅雨の雨にぬれた美しいアジサイをイメージして作品をまとめ

てみました。 

岩倉市茶華道連盟 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 


